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序

先人の残した様々な文化遺産を守り、後世に継承していくことは我々の責務であると考えます。

なぜなら現在の歴史・文化の基層をなすものであり、時代時期の証言者的役割をになっており、

更に将来の文化の発展向上にかくことのできない力量を宿していると認識するからであります。

特に埋蔵文化財に関しては、土地に刻まれた歴史であり、そのものが当時の時間的断面を示す

生活史であり、また日本固有の信仰・宗教等精神史など文化の始源を内包するという他の歴史学

の分野にない根拠資料という特色があります。 即ち埋蔵文化財そのものが歴史・文化を考える上

での実証者であります。 それ故に不動産的価値が大切であり、遺跡数に限りがあり、再生が不可

能という弱点があります。

近年の開発進捗状況は著しいものがあり、更に大規模化していく傾向にあります。 埋蔵文化財

の保護か開発かと古く新しい間題をはらんだまま現在に至っていると認識しています。 埋蔵文化

財は国民共有の文化的財産、地域文化の基盤であ ることを再認識し、その保護策のための新たな

模索を進める時期にきているのではないかと痛感しています。

さて、こうした意味からもここに長野市埋蔵文化財報告書第22集が刊行され、 研究者はもとよ

り市民の方々に公開できえましたことはご同慶に堪えないところであります。

この長野吉田高校周辺の遺跡の発見は比較的新しく昭和45年のことでありながら、弥生時代中期

から後期に至る時期の重要な遺跡で、現在この地から出土した土器を基準に 「吉田式」と呼ばれ、

全国的に著名になっていると聞いております。 今回の調査での幾多の遺構・遺 物が発見されてお

り、「吉田式」が更に充実した内容になったと自負いたしております。

最後になりましたが、長野県教育委員会・長野吉田高校の生徒の皆様をはじめ学校関係者、調

査を企画指導をいただいた長野市遺跡調査会の先生方及び寒さを迎える折労苦をいとわず発掘調

査に直接参加いただいた皆様に感謝申し上げますとともに、 本書が広く活用されますことを祈念

申し上げます。

昭和62年3月

長野市教育委員会教育長
長 野 市遺跡調査 会 長 奥村 秀雄



例 日

1 本書は、 県立長野吉田高等学校体育館新築事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書である。

遺跡名は、 周知される 「長野吉田高校グランド遺跡」に準ずることとした。

2 調査は、 県立長野吉田高等学校と長野市教育委員会との契約に基づき、 長野市遺跡調査会が

担当した。

3 本書作成における、 分担は下記の通りである。

遺構図整理・浄書 奈須野

遺物整理 横山

遺物実測・拓本 中殿•横山・千野• 清水•青木

遺物浄書

写真

千野•青木

青木

4 本書の編集・執筆は、 矢口の指導に基づき、 青木・千野が行った。

なお、 II「遺跡周辺の環境」については、 長野市立博物館 和田博氏に玉稿を賜っ た。 記し

て感謝申し上げたい。

5 調査の諸記録及び遺物は、 長野市立博物館において保管されている。

6 本書の構成は下記の要領による。

(1) III 「調査内容」については、 遺構と遺物とに分けてそれぞれ記述した。

遺構に関しては、 遺構の検出状況とそれに伴う遺物の出土状況、 更に遺構の構造を中

心として検討を加えた。

遺物の内大多数を占める土器に関しては、 形態分類を中心として検討を加えた。 実測

個体は、 可能な範囲で％破片までを復元実測して掲載し、 観察結果を表にまとめた。 実

測の不能なその他の小破片については、 文様を有する破片に限り拓影を掲載した。

(2) 掲載した実測図は次の縮尺による。

遺構 1 : 60 

遺物 土器 1 : 4 (拓影 1 : 3) 

土製品 1 : 2 

石器 2 : 3、 1 : 2、 1 : 4 

(3) 遺構図中、 ドットに伴う数字は遺物番号を示し、 スクリーン部分は炉を示す。

(4) 遺物番号は遺構別とせず、 通し番号とし、 写真図版もこれに合致させた。
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ー調査に至る経過

ー県立長野吉田高等学校体育館新築事業

長野市東北部の浅川扇状地には、

数多くの遺跡が存在し、 通称「浅川

厨状地遺跡群」と名付けられている。

この浅川扇状地の扇央部に位置する

県立長野吉田高等学校においては、

昭和45年のプール建設に伴って多量

の遺物が 出土し遺跡の発見に及び、

弥生後期 「吉田式土器」として型式

設定され るに至った（笹沢 1970)。

昭和50 年には、 長野市都市計画北部

都市下水路事業に伴う第1次調査、
51年には第2次調査が実施され、 第

1次調査においては該期の住居址7

軒が検 出されている。

昭和60 年 6 月12日、 同校体育館及

び格技室新築に伴なう埋蔵文化財保

護に関する協議申 出を受けて、 長野

市教委社会教育課は建設予定地内で

の試掘調査を 実施し、 遺物包含層と

遺構の存在を確認するに至った。 こ

の結果をもとに、 施工に先立って破

壊が予想される部分について、 記録

保存のための発掘詢査が計画され、

長野市教委•長野市遺跡調査会が調

査を担当する運びとなった。 なお、

調査は発掘作業を60年度に終了させ、

整理及び報告書の刊行は61年度に完

了するものとされ、 昭和60 年10 月21

日をもって調査の着手に至った。
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2 調査会及び調査団

長野市遺跡調査会は、 市内所在の埋蔵文化財等遺跡発掘調査の調整企画及び、 それに基づく発

掘調査• 分布調査を実施し、その記録作成と発掘された文化財の保存活用について 研究すること

を目的として設立されているもので、 長野市教育委員会よ り委託を受け、 各遺跡調査団を編成し

て調査を実施するものであ る。

調査会 会

委

長 奥村秀雄

員 米山 ー政

桐原 健

（長野市教育委員会教育長）

（長野市文化財保護審議会長）

（長野市文化財保護審議会委員）

清水営ー （長野市教育委員会教育次長）

関川千代丸（長野市教育委員会文化財専門主事）

矢口忠良 （長野市立博物館学芸員）

.rm. 臣と 事 高野 覚 （長野市教育委員会総務課長）

事務局長 戸津幸雄 (-61· 3) 
（長野市教育委員会社会教育課長）

吉見 敏 (61· 4-) 

局 員 吉池弘忠 （長野市教育委員会社会教育課主幹）

山崎博三 （長野市教育委員会社会教育課主査）

調査団 調査団長 矢口忠良 （長野市立博物館学芸員）

調 査員 山口 明 • 青木和明・千野 浩• 奈須野由美（長野市立博物館学芸員）

中殿章子・横山かよ子（長野市遺跡調査会）

出河裕典・古岩井久仁（信州大学学生）消水隆寿（立正大学学生）

執箪者 和田 博（長野市立博物館専門主事）

参加者 青木朗子 井出ったえ 伊藤幸子 大久保みつ江 笠原博子 川島邦子 佐藤純子

杉浦芳子 八田明巳 花岡艶子 藤沢月 子 丸山悦子 丸山たまき

長野吉田高校地歴班（牛山純一 越取高浩 島田浩明 高野 修 塚田真一 寺島康文

贄田 明 原 尚永 牧野哲也 宮沢直樹）

調査は、 長野吉田高校の 全面的な協力をえて、 実施されたものであ る。 関係各位に対し、 厚く

御礼申し上げたい。 また、 調査成果の整理から報告書作成に至るまで、 長野市立博物館諸氏の御

助力を項いたほか、 笹沢浩氏（長野県史刊行会）には種々御指導を賜った。 記して感謝申し上げた

し、 ゜
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II 遺跡の環境

1 地理的環境

飯縄山を水源として飯綱高原を東南に流下する浅川は、 通称浅河原口を谷口として盆地に注ぐ。

谷口近くでは流紋岩質の裾花凝灰岩地帯に断層線沿いの深い横谷を刻み込み、 ブランド薬師の奇

勝を形成し、 ダム建設の話題もちらほら風聞する。

谷口付近は、 地附山地滑りの引き金となった箱清水断層と三登山 ・霊園高地の南を限る西条断

層（いずれも仮称）が直交している錯雑地形であり、油徴を示す浅川泥岩層の地滑り地域という地

質的に軟弱な地点で、 かつて新生代 新第三紀中新世に生息していたクジラの脊椎骨が道路改修工

事の際に発見された。 戦時中まであった数基の油井も、 採算がとれず閉鎖されて現在ではわずか

l 基のみが痕跡を留め、 噴出する天然ガスを利用したガラス工場も廃業 している。

浅川は、 浅河原口を扇項とし、 上述の両断層に両翼を区切られた広大でしかも典型的な扇状地

を形成し、 扇端は約4 km離れた平林一東和田ー朝陽駅一西三才付近にまで及んで、 以遠の沖積地

に移行する。

現在の浅川流路は東南方向に流下し、 扇項から約2.5km下流の稲田 • 吉田境 にある手力橋以下

では天井川の様相を呈し、 更に0 . 7kmほどのメガネ橋ではJR信越本線の上を越えて浅川が流れ

ている。 この付近から更に約 6 km下流の大道橋付近では、 流下する土砂の堆積が激しく、 しばし

ば洪水の元凶となったが、 近年の善光寺平土地改良事業によって幾分被害は軽減されている。

扇央にある手力橋より上流では扇状地形を再び浸食する回春作用を示し、 河川砂防の護岸堰堤

工事によってその拡大を防止している。 また この区間では、 平均約ぷの急流の大きい落差を利用

した水車による精米所が、 戦前には 8 軒も営業 していた。

本遺跡は、 このような浅川扇状地の扇央すなわち手力橋より0 .5km上流の山田橋南方の標高39

0 .2m地点にあり、 微視的にはこの付近の浅川両岸特に右岸は自然堤防を形成し、 南岸に押鐘、

北岸に檀田・ 旧山田 （山田は近世に稲田に移転） などの集落が古くから発達していた。

檀田 ・ 旧山田集落と神楽橋• 若槻両団地との中間地帯に俗称檀田沖 • 稲田西沖があり、 この地

帯はかつての後背湿地と見られ、 後者では主要地方道長 野荒瀬原線バイパス（通称牟礼バイパス）

や北部環状幹線道建設工事の際の所見では、 数m下まで黒色乃至暗青色強粘土の湿地帯であった。

また、 前者の檀田沖は現在一面の水田地域で条里的地割遺構が観察され、両沖中間地域に白閉 ・

氷田（郡田）とが混同されたと推定される白氷・閉田の小名も残されている。

本遺跡は、 南岸の押鐘から連続する微高地の東端近くにあり、 この微高地の尖端では、 山田橋

付近から吉田高校グランド東側を経て南東南へ伸びる 1-Zmの段差をもって、 それ以東が落ち

込んで旧河床の痕跡を示し、 数年前まで帯状に水田地域が残されていた。
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図2 遺跡の位置(l : 25 .000) 
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2 歴史的環境

標 高 733m の地 附 山 や霊 園 高地 ( 746) · 三登山 ( 923 ) が、 350-530m の 比 高 差 に よ っ て 西北か

ら の 冷 た い 季 節 風 を さ え ぎ っ て い る 浅 川 扇状地 は 、 日 当 た り の 良 い 高 燥 な 居 住 地 域 で 古来 か

ら 開 発 さ れ 、 扇 項 に 近 い 赤 萱平 • 湯 谷 遺 跡 （ い ずれ も 主 と し て 縄文期） を は じ め 、 神 楽 橋 • 徳間

小 学 校 • 国 鉄 貨 物 基地 （ 以上箱清水期） 、 駒 沢 新 町 ・ 三 輪 小 学 校 （ 古墳時代 中心） 等 々 扇状地周辺

を 主 と し て 、 遺 跡 は 枚 挙 に い と ま な い ほ ど分 布 し 、 そ の 大 部 分 は 浅 川 扇状地遺跡群 に 包括 さ れ

る 。

本遺跡 の 東 隣接地 に は昭和46年 に 調査 さ れ た 長野吉田 高 校 グ ラ ン ド遺跡が微高地東端 に あ り 、

本遺跡北側 の 旧 バ レ ー コ ー ト 敷地や そ の 西の 広町県住敷地 で は 整地 の 際 に 多 く の 土 器 片 や一部遺

構 も 見 ら れ た と い う 。

ま た 、 扇 項 近 く の 扇状地面 に あ っ た 湯谷 古墳群 を は じ め 、 扇状地 両 翼 の 山 麓 か ら 山 腹 ま で、 特

に 地附 山 で は 山 項付 近 に ま で も 多 く の 古墳 が残 さ れ 、 そ の 当 時 か ら こ の 扇状地付近 の 開 発が進 ん

で い た こ と を 示唆 し 、 地附山 山 項 に は 前方後円墳 も 所在 す る 。

律令時代 に は 、 こ の 扇状地一帯 は 芋 井 • 太 田 両 郷 に わ た り 、 扇端 の 一 部 は 尾張郷 に も 含 ま れ て

い た と 推定 さ れ 、 条里的遺構の 存 在 が、 扇 端 か ら 沖 積地 に か け て の 古 牧 地 区 を 最 大 と し て 湯谷

沖 • 檀 田 沖 に も 指摘 さ れ て い る 。

扇項付近 を 経 て 両 山 脚 を 縫 う 古 く か ら の 通路の 存 在 が推定 さ れ る と 同 時 に 、 延喜官道 以 来 の 古

道 は 扇 端 の 湧 水地帯 に 所 在 す る 集 落 を 通過 し て い た 。

中 世 に は こ の地域は 若槻庄 、 吉田牧等の領域 と な り 、 若槻里城 を は じ め 本堀 • 押鐘 • 桐原 ・ 相

ノ 木 • 平林 • 和 田 等 々 の 城館跡 が、 そ こ を 拠点 と し た 当時の武将や土 楽 た ち の夢の あ と を し の ば

せ 、 1399 ( 応永 6 ) 年 に は 扇 端 の 石渡付近 で小笠原守護軍 と 太 田 庄地頭の 島津軍 と が戦文 を 交 え 、

1 403 ( 応永 10) 年 に は 小 笠 原 氏 に 代 わ っ て 信 濃 守 護 と な っ た 斯 波 氏 の 代 官 細 川 慈忠 が、 こ の 付近

が守護 に さ か ら う 高 梨 氏 の 傘 下 で あ っ た こ と か ら 桐原 • 若槻両城 を 攻 繋 し て い る 。 こ の 両 戦 が信

濃の 戦国時代 の 端緒 と な っ た 大塔合戦 ( 1400年） の 前哨 戦 と 、 終焉 と で あ っ た 。

戦 国 時代 か ら 近世初頭の 越後へ通 じ る 本往還は こ の 扇状地 を 通過 せ ず、 長 沼一松代通 り と さ れ

た が、 延 喜官 道 と 大 同 小異 の 道筋利用 が 多 く 、 し ば し ば後者の 通行禁止 が発令 さ れ て い る 。

慶 長 年 間 ( 1 596- 1615年） に 五 街 道 に 次 ぐ 重 要 道路 と し て い ち 早 く 北 国 往 還 が延 喜 官 道 よ り や

や 扇 央 よ り に 整 備 さ れ 、 諸 村 が街道沿 い に 集 め ら れ 、 若槻坂下地区 に 伝 馬 役 を 勤 め る 荒町宿 、 吉

田 に は 松代 藩 の 口 留 番 所 が そ れ ぞれ 設 け ら れ た 。 こ の往還は佐渡の金銀 を 江戸 に運び、 加 賀 藩主

を 筆頭 に 北陸諸 大 名 の 参 勤 交 替路 と し て 重 要 で あ っ た ば か り か 、 時代 が下 る に つ れ て 庶 民 の 善光

寺等の 寺社参 り や 生 活物資輸送の に ぎ わ い は 、 明 治30年 代 の 信越線開通 ま で続 い た 。 従 っ て そ の

間 、 本遺跡付 近 は 、 本往還 か ら は ずれ た 寒村 を 点 在 す る 一帯 の 耕地 で あ っ た 。

戦 後 の 高度経済成長 に と も な っ て 急激 に 人 口 の 都 市集 中 が進 み 、 交 通 の 動 脈 がか つ て の北国往
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還で あ る 相 ノ 木通 り か ら さ ら に 扇 央の城北線 ( S B C 通 り ） に 移 り 、 さ ら に 若 槻 街 村 地 帯 を 縦貫 し

て い た 旧県道 か ら 県道 バ イ バ ス 開通 (61年度） は さ ら に 住宅地 化 に 拍 車 を か け 、 浅川流路以南 は ほ

と ん ど住宅地化 し 、 以北 も 次 第 に 宅地 に 変化 し て い る 。

そ ん な な か に あ っ て 本遺跡周辺 は 吉 田 高 校 の 前身 で あ る 上水 内 農 学 校 が 創 設 さ れ （ 明治41 年） て

以 来 広 々 と し た 校地 を 実 習農場 と し て 確保 し て い た た め 、 本遺跡 も そ の 一 角 に 温存 さ れ て き た 。

し か し 、 同 嵩 校 の 農 業課廃 止 そ の 他 に よ っ て 旧農場 も 次 第 に 変貌 し つ つ あ る 。 （ 和 田 ）

図 4 遺跡内 調査地点 ( 1 : 2 .  500 ) 
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III 調査内容

1 調査経過 と 調査概要

( 1 ) 調査経過

調査は 昭和60年10 月 21 日 を も っ て 開 始 さ れ た 。 体育館及 び格技室建設予定地 は 、 旧農業科研究

棟敷地部分 と 、 新 た に 長野吉田高校敷地 と し て 編入 さ れ た 信州 大 学農場部分 と に 分 け ら れ る が、

こ の う ち 旧農業科研究棟部分 に つ い て は 、 か つ て の 校舎建設の 際 に 2 m 近 い 落差 を 持 っ て 大 幅 に

削平 さ れ て お り 、 確実 に 遺 構 が失 わ れ て い る も の と 判断 さ れ た た め 、 調査の対象 と な っ た 範囲 は 、

果樹園 及 び水 田 と し て 利 用 さ れ て き た 信州 大学農場部分 に 限 ら れ た 。

遺構は現地 表 よ り l m 内 外 の 深 い 位 置 に 存 在 し 、 耕作土層 か ら 続 く 厚 い 粘土層 下 の 、 礫混 じ り

黒褐色土層 が遺構の確認面 で あ る こ と が試掘調査の お り に確認 さ れ て い た た め 、 バ ッ ク ホ ー を援

用 し な が ら 遺構確認面 ま での 粘土層 を 除去 し た 。 翌22 日 よ り 作業員 を 動員 し て検出作業 に着手 し 、

遺構の確認 と と も に 随時掘 り 下 げ調査 に 移行 し た 。 遺構確認作業 に お い て は 、 確認面 と し た 黒褐

色 土 と 遺構内覆土 と の 判 別 が微妙 で あ る 場合 が 多 く 、 一部の住居址 に お い て は 、 床面 の露呈 を も

っ て 初 め て そ の 存 在 が確認 さ れ た も の も あ る 。 28 日 ま で に は 、 ほ ぼ遺構の 分布状況 を 把握す る に

至 り 、 11 月 4 日 に は遺構の 掘 り 下 げ と 並行 し て 測量作業 を 開 始 し た 。 16 日 に は 全 て の遺構 に お け

る 記録作業 が終了 し 、 18 日 の 機 材撤収 を も っ て 現場 に お け る 作業 を 完 了 し た 。

( 2 ) 調査概要

調査地 は 、 水 田 造成 に よ り 平坦面 を 形 成 し て い る が、 本 来 の地 形 は 南 東 方 向へ の 緩斜面 を 呈 し

て い た も の と 考 え ら れ 、 1 次 調 査 に お い て 住 居 址 が検 出 さ れ た グ ラ ン ド と は 3 m 近 い 標 高 差 を

有 す る も の で あ る 。 土層序 は 、 表層耕作土層下 に 黒 色 あ る い は 黒灰色 の 厚 い 粘土層 が堆積 し て お

り 、 地表下 l m を 境 と し て 次 第 に 凝灰 岩 の 砂礫 を 包 含 し た 黒褐色土層 へ と 移行 し 、 下位 に ゆ く ほ

ど色調は漸移的 に 黄褐 色へ と 変化 す る 。 同層 は 、 部分的 に 多量の礫 を 混 入す る な ど 、 変異 の 大 き

な 土層 で あ り 、 遺物が包 含 さ れ て い な い 点 か ら 自 然層 と し て理解 さ れ る も の で、 遺構の掘 り 込み

も 同層 上面 に お い て確認 さ れ る 。

検出 さ れ た 遺構 は 、 住居址10軒で あ り 、 ほ と ん ど重複 し な い 分布状況 を 示 し て い る 。 住居址の

所属時期 は 出 土遺物 か ら 弥生時代後期前半 と さ れ る 「 吉田式」 期 に 限定 さ れ て い る 。 住居の主軸

方 向 は 北 西 あ る い は北東方位 を 示 し 、 地形の傾斜に 沿 っ た 形 で構築 さ れ て い る と い え る 。 住居 の

規模は 、 長 軸 8 - 9 m の 大形住居 と 、 5 m 内外 の 小形住居 に 分 け ら れ る 。 住居の構造 は 、 平面形

態 ・ 柱穴 ． 炉 な どの 配 置 に そ れ ぞれ 共通 し た 特色 を 有 し て お り 、 若干 の 時間差 は 考應 さ れ る も の

の 、 集 落遺跡 と し て は 単 相 の 構造 を 示 す も の と し て 把握 さ れ る 。
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2 遺 構

( 1 )  住居址 各 説

1 号住居址 （ 図15)

中心軸を北東方向 に と る小形住居 と 推定 されるが、 大部分が調査範囲外であり、 東壁隅 の み の

検出 に と どまる。 また、 農業用水路 の掘り込み に より、 床 面 の 一部は授乱を受けて い る。 検出面

か ら の 深さは10cm内外 と 浅 く 、 床面はやや軟弱であり、 主柱穴 と なる可能性が考え ら れる ピット

が認め ら れるの みである。

出土遺物

実測不能な土器小破片 と 剥 片が（ 図53- 7 ) 検出されたの みである。

2 号住居址 （ 図 6 · 16)

中心軸を北西方位 に と り、 5 . 0X 3. 6m の 隅 丸長方形を呈する小

形住居である。 検出面 か ら の掘り込 みは深さ35-20cmを測り、 床

面の状況は軟弱 である。 主柱穴 ( 1 - 4 )は短辺l . 6 - l .2m · 長辺

2.3m に 配列 される。 支 柱 穴 には、 主柱配列 北側 ( 5 · 6 ) と 南側

( 7 · 8 ) と に 2 本 1 対 の ものがみ ら れ、 後 者 は楕 円 形 の や や斜

め の掘り込み による。 また後者 に 接した南壁際 には径30cm · 深さ

15cmの ピ ッ ト ( 9 ) が存 在し、 出入口 に 関連した施設を予想させる。

炉は直径30cm · 深さ 5 cm ほ どの 凹 みを呈し、 底面は火熱を受けて

焼土塊が形成されて い る。

出土遺物

図 6 2 号住居址 ( 1 : 100) 

土器 （ 固25- 29 · 42 · 43) ・ ミ ニ チ ュ ア 土器 （ 図52- 6 ) · 土 製 円 板 （ 図52-14 · 21 -23) ・ 凹 石 （ 固

54- 4 · 5 ) が出土して いる。

裂土上面 か ら 土器破片が極 め て多数包 含される状況 に あり、 検出遺構中 最多の出土量 と なっ て

いる。 復元の結果 ほ ぼ完形 と なる土器が数個体含まれるもの の 、 いずれも原形を と ど め た形での

出土ではな く 、 そ の他多数の土器破片 と 混 在して検出されており、 住居址埋没過 程 に 廃 簗 された

遺物 と して位置付け ら れる。

3 号住居址 （ 図 7 · 1 7)

中心軸を北西方位 に と り、 9 .4X 6 .  5m の 隅 丸長方形を呈する大形住居であり、 検出された住居

址中 最 大規模 に なる。 東隅及び南隅は構築物 と 用水路 に より破壊を受けて失 われて い る。 また東

壁には、 床面より 5 -10cm高い 張り出 し部分が認 め ら れる。 別遺構が重 複してい る可能性も考
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慮されるが、 その切り 合い関係は 把握さ

れ ていない。 検出面か らの掘り 込みは 深

さ40-20cmを 測り、 床面の 状況は 壁際を

除い て 堅緻であ る。 また、 住居 西隅には

10cmの高まりを 有 する ベ ッ ド状の 貼り 床

が、 東 壁際には 深さ 1 0cm内外の周溝が 存

在 する。 主柱穴には、 短辺 2 . 9 -3 . 0m · 

長 辺4 .3-4 . 5mの 6 本 配 列 ( 1 - 6 )と、

その内側に 短辺を や や短 くさ せた 4 本配

列 ( 7 -10)とが認め られる。 支柱穴には、

主柱配列北側 ( 11 · 1 2)と、 南側 ( 13 · 14、

1 5 · 16)とに 2 本 1対のものが 存 在 する。

後者は 50cm隔 て て 2対 存 在し、 い ずれも

楕円形の 斜めの掘り 込みによ っ ている。

また、 南 壁際には 径50cm · 深さ40cmの ピ

。

2
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予想される。 北壁の や や隅 寄りには 貯蔵 図 7 3 号住居址 ( l : 100) 

穴と 思われる長 径 1 . 5mの 楕 円形 ピ ッ トが 存 在 する ( 18 )。 深さは 20cmを 測り 底 面には 薄い 炭化 物

の 堆積を認める。 炉は 径30-40cm、 深さ 5 cm内外の 円 形地 床炉が3つ 連な った 状態にあ る。 い ず

れも 底面はよ く 火 熱を受け て 焼土 塊を残 すが、 この う ち、 最 終的に 使 用された 状況を示 すものは、

主柱穴北側短辺 寄りのものであ る ことが土 層断 面の 観察により 判断される。 この 点か ら、 3つの

炉は 同時に 使 用され ていたのではな く、 時間的 経過により 次第に 北側 へと 移動し てい った 点が 推

定される。

主柱あ るいは 支柱配別に 見 られる 二重構造、 炉の重層 性、 貯蔵 穴、 ベ ッ ト 状施設など、 本住居

址には他に 見 られない構造上の特 殊性が 抽出される。 柱穴の 二重構造 と 炉の重層 性か ら、 補修や

改築を 経なが ら 連続し て長期にわたり 住居が 使用された 点が 確認される。 住居址の規模も考えあ

わせ て、 集 落内で特 別な 性格をも っ て営まれた 住居址であ る 可能 性が 強い。

出 土遺 物

土器 （ 図30-32 ·44-46)・ ミ ニ チ ュ ア土器 （ 図52- 1 - 5 · 9  - 1 1 ) · 土 製勾玉 （ 図52-12) · 土製円

板（ 固52-1 5 - 20 · 25-34) · 敲 石（ 図53- 2 )・ 剥 片が出土し ている。

出土量は 豊 富なが ら、 住居の規模を考 慮 すれ ば 多量とは言えない。 土器 破 片中には 2 号住居址

出 土個体と 接合するものが 含まれ ており、 南壁付近か ら 復元可能な 個体が 集中し て 検出され て い

る。 また、 祭祀遺 物とし て位 置付け られる土 製 品（ ミ ニ チ ュ ア 土 器 • 土製円板 • 土製勾玉）が 多数出

土し ている 点は特 筆され、 住居構造に 見 られる特 殊性とともに 注意される。
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4 号住居址 （ 図 8 · 18)

中 心 軸 を 北 西 方 位 に と り 、 8 . 2 x 6 . 6m の

隅 丸長方形 を 呈す る 大形住居 で あ り 、 3 号住

居址 に次 ぐ 規模 を 有 す る 。 検出 面 か ら の 掘 り

込 み は 、 北壁 に お い て 深 さ 25cm を 測 る が、 南

壁は検出時 に は既 に 失 わ れ た 状況に あ り 壁の

立 ち 上 が り を 検出 す る に は 至 っ て い な い 。 床

面の状況 は 壁際 を 除 い て概ね 堅緻 で あ る 。 主

柱穴 ( 1 - 6 ) は 短 辺 3 . 5 - 3 . 0m 、 長 辺 5 . 2 -

4 . 9m の 6 本 配 列 に な る 。 支 柱 穴 に は 、 住居

中心軸上の も の ( 7 - 9 ) 、 南 壁 の 出 入 口施設

に関 連 す る と 思 わ れ る 2 本 1 対 の も の ( lo .

1 1 ) 、 壁際 に 不 規則 に 配列 さ れ る も の ( 12-16)

が認め ら れ る 。 炉 は 直径45cm · 深 さ 5 cm ほ ど

の 円 形 の 凹 み を 呈 し 、 底 面 は 火熱 に よ り 焼土

塊が形成 さ れ て い る 。

出土遺物

土 器 （ 図33-35 · 47-49) ・ ミ ニ チ ュ ア 土 器 （ 図52- 7 ) ·

磨 製 石 鏃 （ 図53- 3 ) · 石 核 （ 図54- 1 · 2 ) ・ 剥 片 （ 図53-

8 · 9 ) が出土 し て い る 。 出 土 量 は 豊 富 で あ り 、 覆 土 中

に 土 器破片 多 数 が包 含 さ れ る 状況 に あ る 。 床 面 出 土 の 土

器 は 比較的原形 を 保 つ も の が 多 い 。

5 号住居址 （ 図 9 · 19)

中 心 軸 を 北 西 方 向 に と り 、 7 . 9 X 5 . lm の 隅 丸 長 方 形

を 呈 す る 大 形 住 居 で あ る 。 南 隅 は 検 出 時 に 既 に 失 わ れ

た状態 に あ る が、 検出 面 か ら の掘 り 込み は 、 北隅 で深 さ

20cm を 測 る 。 床 面 は 軟 弱 で あ り 、 住 居 址 自 体 が礫 層 中

に構築 さ れ て い る た め 、 凹 凸 の 激 し い状況 に あ る 。 主柱

穴 ( 1 - 4 ) は 短 辺1 . 9 - l . 4m 、 長辺4 . 0- 3 . 7m に 配列 さ

れ 、 大 形 住 居 の う ち 唯 一 の 4 本 配 列 に よ る 。 支 柱 穴 に

は 、 主 柱 配 列 北側 の 中 心 軸 上 ( 7 ) と 南 側 に 2 本 1 対 の
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図 8 4 号住居址 ( 1 : 1 00) 
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図 9 5 号住居址 ( 1 : 1 00) 

も の ( 6 · 7 ) と が認め ら れ る 。 ま た 後 者 に 接 し た 南 壁際 に は 、 径 50cm ・ 深 さ 30cm の 円 形 ピ ッ ト

が存在 し 、 出 入 口 に 関連 し た 施設 を 予想 さ せ る 。 炉 は 径40cm の 浅 い 凹 み を 呈す る も の の 、 炭化物
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の堆積は少な く 底面もさほ ど火熱を受けた状況 にはない。

出土遺物

土器 （ 函36 · 49) ・ 磨 製 石 鏃 （ 図53- 5 · 6) が出土 し ている。 出土量 は僅 かであ るが、 比較的原

形をと どめた 土器破片が多 く 床 面及び床直上 に 位置 し ている。

6 号住居址（ 図10 · 20)

中 心 軸を北 西 方 位 にとり、 4.3x 3.4m の隅 丸長方形を呈 する小

形 住 居 で あ る。 7 号住 居 址とは東 壁を接 し て構築 されているが、

同 部分 に 溝状の攪乱が及んでいるため、 その切り合い関係は明 ら か

ではない。 ま た 、 西隅も攪乱 に より失 わ れている。 検出面 か ら の掘

り込 みは深 さ10- 5 cmを測り、 床面の状況はやや軟弱で あ る。 主柱

穴( 1 - 4 ) は短辺1. 6 -1.3m 、 長辺2. 0 - 1 . 9m に 配列 される。 支柱

穴 には、 主柱配列北側の中心軸上 ( 5)と南側 に 2 本 1 対のもの ( 6

7) とが認め ら れる。 炉は長径40cm · 深さ2 - 3 cmの楕円形を呈 し 、

底 面はよ く 火熱を受けて焼土塊が形成されている。 図10 6 号住居址 ( 1 : 100) 

出土遺物

土器（ 圏37-39 · 50)が出土 し ている。

出土量は極めて豊富で、 覆土上面 か ら 土器破片が多数包含される状況 に あ る。 特 に 北壁際では

大破片が集中 し て見 ら れ、 住居址埋没過程 に 投棄された出土状態を示 し ている。

7 号住居址 （ 図1 1 · 21)

中心軸を北西方位 にとり、 5 . 7x 4.4m の隅 丸長方形を呈す

る小形住居で あ る。 6 号住居址とは西壁を接 し て構築されて

いるが、 同部分 に 溝状の攪乱が及んでいるため、 その切り合

い関係は明 ら かではない。 ま た 、 東隅付近は掘り込みが浅 く

壁を検出する には至 ら ず、 北隅も攪乱 に より失 わ れている。

検出面 か ら の掘り込みは、 最 大で深さ21cmを測り、 床面の状

況は概 ね 堅緻で あ る。 主 柱穴 ( 1 - 4 ) は短辺0 . 9 - 0 . Bm 、

長辺2. 9 -2. 8m に 配列 され、 著 し く 短辺の短い長方形を呈す

る。 支柱穴 には、 主 柱 配 列 の北側 ( 5 · 6) と南側 ( 7 · 8) と

に 2 本1 対のものが見 ら れるほ か に、 北壁際 に 径15cm ・ 深さ

10cm 程 度 の小穴が存 在 する ( 9 - 1 2) 。 南 側 の 2 本 l 対支柱
図11 7 号住居址 ( 1 : 100) 

に 接 し た 南 壁 際 に は、 径 75 x 45cm · 深 さ20cmの 楕 円 形 ピ ッ ト ( 3 ) が存 在 し 、 出入口 に関係 し

た 施 設 を 予 想 させる。 炉は長 径 70cm ・ 深 さ10cmの楕 円 形を呈 し 、 南縁 に棒状の川 原石を埋置 し
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て 炉縁石と しており 、 底面は 火熱に より 焼土塊が 形成されている。

出 土遺 物

土器 （ 図39 ·40 · 50)が出 土 している。

出 土量は 豊富であり 、 床面上から 復元可能な 土器 破片が 一括 して 検出され 、 住居廃絶直後に遺

棄されたものと 判断される。 また、 炉を中 心と した 床面には、 断 片的な 炭化 材が 散在 しており、

他の 住居址には認められない 埋没状況を示 している。

8 号住居址（ 図15 )

中 心軸を 北 西方位にとる大 形住居と 推定されるが 、 西隅の 一部を残 して大 部分が 攪乱に より 破

壊されている。 検出面からの 深さは 、 最大で 20cmを 測り 床面は や や軟弱であ る。 床面には 深さ 1 0

cm程度の 凹みが数 ヵ 所に 存 在するものの 、 い ずれも 柱穴とは認め 難い。

出 土遺 物

土器 （ 図32) · 凹 石 （ 図54- 3 ) ・ 磨製石 鏃（ 図53-4 )が出 土 している。

出 土量は 僅かであ る。 磨 製石 鏃 ． 凹 石は 床面から 若干浮いた 状態で 出 土 した。

9 号住居址（ 図1 2 · 22)

中 心軸を 北東方 位にとり、 5. l X3 . 8mの 隅丸長方 形を 呈する

小形住居であ る。 検出時には 既に 床面が 露出 した 状況にあり 、

東壁の 立 ち上がりは 確認され ず、 検出面からの掘り 込みも 最 深

で 5 cmを 測るの みであ る。 床は 黒褐色 土中に 貼 床されたもので、

部分的に 堅緻な 床面 が遺 存 している。 主 柱穴 ( 1 -4 )は 短辺

1 .  7m · 長 辺 2 .3-2 . lmに 配列される。 支柱穴には 主 柱 配 列の

西側に 2 本 1対 ( 5 · 6 )のものが 確認される。 炉は直径60cm ·

深さ 5 cmの 凹みを 呈 し 、 西縁に 棒状の川 原 石を 埋置 して 炉縁石

と しており、 底面の中 央部分には 焼土塊が認められる。

出 土遺 物

土器 （ 図40 · 51 )が出 土 している。

出 土量は 少ないが 、 出 入 口 部分と 推定される 西壁際床面から 、 壺下 半 部の 完形 品が 検出されて

2
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図 1 2 9 号住居址 ( 1 : 1 00) 

いる。

1 0号住居址 （ 図 13 · 23)

中 心軸を 北東方 位にとり4 . 9 X3. 9mの 隅丸長 方 形を 呈する 小 形 住 居であり、 南 壁の 一 部が 溝

状の 攪乱に より 破壊されている。 検出面からの掘り 込みは 深さ 10- 5 cmを 測り 、 床面の 状況は や

や軟弱であ る。 主柱穴 ( 1 -4 )は 短辺 1 . 9 - l .6m、 長 辺 2 .6mに 配 列される。 支 柱 穴には 、 住居
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中心軸上のもの ( 5 ) と西壁の出入 口施設に関連す る と思 わ れ る

2 本 l 対のもの ( 6 · 7) とが認め ら れ る 。 炉は長 径 60cm深さ 5

cmの楕円 形を呈 し 、 西縁に板状の川原石を埋置 し て炉縁石と し

ており、 底 面は火熱により焼土塊が形成されてい る 。

出土遺物

土 器 （ 固41 · 51 ) ・ ミ ニ チ ュ ア 土器 （ 図52- 8 ) · 土 製 円 板 （ 図

52-24) ・ 剥片が出土 し てい る 。

覆土中に包含され る 土器破片の量は少数であり、 いずれも原

形をと ど め る ものではない。

( 2 ) 住居址 の 構造

図13 10号住居址 ( 1 : 100) 

検出された10軒の住居址は、 中心軸方位を北西あ る いは北東方位とり、 比較的規則性を持った

配 列 状況を呈す る 。 住 居 址には、 壁を接 し て構築された例 ( 6 · 7 号住居址） が存 在す る ものの、

完全な重複関係は認 め ら れず、 新旧の住居が相互にその存 在を意識 し た上で連続 し て構築された

状況を想定 し て大過無いものと考え る 。 土器の示す年代にさほ どの隔たりが存在 し ないことや、

2 · 3 · 8 号住居址に認 め ら れた土器破片の接合関係 か ら 、 住居址同時存在あ る いは廃絶時期の

同時性は立証され る こととなり、 2 � 3 世代の間に完結 し た住居址群 ・ 集落と し て把握され る 。

次に住居址の構造の在り方についてまとめておきたい。

平面形

隅 丸長方形を呈 し 、 短軸と長軸との比は、 最 大値 1 : 1. 50 ( 5 号住） 、 最小値 1 : 1. 21 ( 4 号住） 、

平均値1 : 1. 34とな る 。 規模によ る 比率の異同は認 め ら れず ほ ぼ一定の規格に基づいてい る こと

が指摘でき る 。

規模

各住居址は、 長 軸 8 - 9 m を測 る 大形住居 ( 3 - 5 号住居址）と、 長軸 5 m 内外の小形住居 ( 2

6 · 7 · 9 · 1 0号住居址） とに分類す る ことができ る 。 床面積をみ る と、 大 形 住 居 のう ち 最大規模

の 3 号住居址は約56m' 、 小形住居のう ち 最小規模の2 号住居址は約16m' となり、 その格差は最大

で 3 倍以上に達す る ことにな る 。 大形住居に対 し ては、 3号住居址に認 め ら れたとおり、 集落内

での特 殊 な機 能を 設 定 で き る 可能性があ る 。 また大 形 住 居 と小形住居の配列に相互の規則性を

求 め る ことも可能となり、 集 落内において両 者 が機能を分担 し なが ら 共 存 し ていた状況を設定

す る ことができよう。 ただ し 、 調査範囲が集 落内の限 ら れた部分にと どま る ため 、 その有 機 的
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関係 に つ い て は 推測の域 を 出 な い 。

柱穴

主柱穴 と 目 さ れ る も のは、 小形住居 が 4 本 柱 と な り 、 大形住居 の う ち 3 · 4 号住居址は 6 本柱、

5 号住居 が 4 本柱であ る 。 30- 50cm の 深 さ で掘 り 込 ま れ 、 住居平面形 の 対 角 線上 に 長 方形 に 配列

さ れ る 。 た だ し 、 5 号住居 （ 大形） . 7 号住居 （ 小形） は 、 そ の 対 角 線 上 を 大 き く は ずれ て 、 長 方 形

配列の短辺 が著 し く 狭 く な る 形 を 呈 し て い る 。 短辺 （ 梁行） の 幅 は 、 他 の 大 形 ・ 小形住 居 の 約 半 分

の 幅 に 設定 さ れ て お り 、 そ の 平面形 は 特異 と い え る 。

支柱穴 は 、 住居 の 中 心 軸 上 に 配列 さ れ る も の と 、 壁際 に そ っ て 配列 さ れ る も の と を 抽出 す る こ

と がで き る 。 中 心 軸 上 の 柱 と し て は 、 出 入 口 と 想定 さ れ る 側 の 住居短辺壁寄 り に 2 本 1 対 の 柱穴

が普遍的 に 認 め ら れ る 。 更 に 、 出 入 口 と は 反 対側 の住 居 短 辺 壁寄 り に 1 本 ( 4 - 6 · 10号住） な い

し 2 本 ( 2 · 3 · 7 号住） の 支 柱 が規則 的 に 配 置 さ れ る 。 こ の う ち 前 者 に つ い て は 、 出 入 口施設 と

の 関連性 が重視 さ れ る 。 壁際 に そ っ て 配列 さ れ た 支柱 は 、 4 号 ・ 7 号住居址 に 認 め ら れ る も のの、

配列 の 間 隔 に は 規則性 を 認 め る こ と は で き な い 。

炉

炉 は 中 心軸 上 に 位置 す る が、 例外 な く 一方の主柱短辺 に 偏 っ て 配置 さ れ る 。 一方 の 主柱短辺 と

は 、 支柱 に よ っ て 推定 さ れ る 出 入 口 と 反 対方 向 に 当 る 。 改 築 に と も な い 重 層 的 な 移動 を 認 め る 例

( 3 号住居址） を 除 き 、 基本的 に は 1 住 居 1 炉 と な る 。 炉 の構 造 は や や凹 み を 有 す る 地 床 炉 で あ

り 、 内部 に は 薄 い 灰 や炭化物の堆積が見 ら れ る 。 長期間 に わ た り 連続的 に 使用 さ れ た こ と は 、 底

面 が 2 - 3 cmの 焼土 塊 を 形成 し て い る こ と か ら 明 ら か で あ り 、 常時堆積物 を 除去 し な が ら 使 用 し

た状況が推定 さ れ る 。 ま た 、 住居 中 央 寄 り の 一 辺 に 炉 縁 石 を 設 け る 例 も 認 め ら れ る ( 7 · 9 · 10

号住） 。

出 入 口施設

住居 中心軸上の 一方 の 短辺寄 り に 醤遍的 に 見 ら れ た 2 本 1 対の 支柱は 、 長 円 形 あ る い は 斜め の

掘 り 方 に よ る も の が存 在 し 、 他 の 柱穴 と 比べ て 特異 な 形態 を と る 例 が 多 い 。 2 本 の 柱穴の 間 隔 は

50-80cm 、 そ の 構造 は 、 細 い 柱材 を 斜め に 埋置 し た も の と 推定 さ れ る 。 2 本 の 柱 は 壁側 に 傾 い て

平行 に 立 て ら れ た も の で あ ろ う 。

出 入 口 の施設 と し て確実 に 把握 さ れ て い る も の は 、 い わ ゆ る 「 梯子受穴」 と 呼ば れ る も の で あ

り 、 本遺跡例 で そ の 可能性 を 考 え る こ と の で き る ピ ッ ト を 抽出 す る と す れ ば、 2 本 1 対 の 支 柱 に

近接 し て 見 ら れ る ピ ッ ト を あ げ る こ と がで き る 。 柱穴 よ り 浅い 掘 り 込 み と な り ほ ぼ壁 に 接 し て 配

置 さ れ 、 中 心 軸 上 に 位 置 す る も の ( 2 · 7 号住） と や や 一 方 に ずれ る も の ( 3 · 5 号住） と が存 在す

る 。 内 部 に 遺 物 の 転 落 が認 め ら れ る こ と か ら 、 柱穴 と は性 格 を 異 に す る も の と 判 断 さ れ る が、

雇子受穴」 と 判断 す る 根拠 も な い。 い ずれ に せ よ 、 他 に 出 入 口施設 を 示 す痕跡が認め ら れ な い

以上、 2 本 1 対 の 支柱 と 関連 さ せ な が ら 出 入 口施設 と し て 積極的 に そ の構造 を 検討 し て ゆ く べ き

で あ ろ う 。
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( 3 ) 住居址構造 の 比較

今回検出 に 及 ん だ 住居址 は 、 遺跡 が単一時期 に 限 ら れ る こ と も 幸 い し て 、 そ の 検出状態 は 良 好

で あ り 、 従 来 不 明 で あ っ た 該期の住居構造 が か な り 明確 に な っ た も の と い え る 。

長 野 県 内 の 弥生時代 住 居 址 （ 竪穴住居） に つ い て は 、 住 居址 内 の 炉の 在 り 方や 、 住居構造 全般に

わ た っ て の検討がな さ れ て お り 、 千曲川流域 あ る い は天竜川流域 に お け る 地域性 と 時間的変遷 と

が明 ら か に さ れ て い る （ 林 ・ 花岡1983、 神村1986) 。 こ こ では 先学の指摘 す る 点 を ふ ま え な が ら 、 本

遺跡の住居址構造 の 位 置付 け を 検討 し て お き た い 。

平面形態 に つ い て

千曲川 下流域の 北信地方 に お け る 、 弥 生時代住居平 面 形 態 の 変 遷 は 、 円 形 か ら 長 方 形 （ 隅 丸長

方形） へ と い う 一元的 な 流 れ と し て 把握 さ れ る 。 中 期栗林式土器段階 ま では 円 形 （ 図 14- 1 ) が主流

で あ り 、 後期箱清水式土器段階 に い た っ て 長 方形 （ 図14- 4 ) へ と 形 態 が変 化 す る 。 中 期 に は 円形

の ほ か に 楕 円形 の住居平面形 も 認 め ら れ 、 長方形への過渡的形態 と な る 可能性 があ る 。 本遺跡 に

み ら れ る 長 方形住居形態 は 、 既 に 定 型化 し た 在 り 方 を 示 し て い る た め 、 後期前半代 に は 円 形 か ら

長 方形へ の 移行 が完 了 し て い た こ と を 示唆す る も の と な る 。 千曲川 下流域の弥生時代住居形態に

お け る 円形 か ら 長 方形 へ の 転換期 を 求 め る と す る な ら 、 中 期末 か ら 後 期初頭 に か け て そ の画期 を

設定 す る こ と が妥 当 で あ ろ う 。

一方、 同 じ 千曲 川 流域 で も 、 上流の佐久地方 に お い て は 、 中 期栗林式段 階 で長 方 形 ・ 方形 （ 図

14- 2 ) が支配的 で あ り 、 下流域北信地方 と は 対称的 な 様 相 を 示す 。 こ れ は 、 北関 東 に お い て 栗林

式 と 関連 の 深 い 竜 見町式段 階 に 長方形 が主流 と な っ て い る こ と と 共通す る 。 ま た 、 土 器 型式 を 異

に す る 南信地方天竜川流域 に お い て も 、 中 期後 半段階 に は 長 方 形 （ 図14- 3 ) が一般的 と な っ て い

る 。 こ の こ と か ら 、 長野県内 に 限 れ ば、 中 期一円形→ 後 期ー 長方形 と い う 住居形態の変遷 を た ど

る 地域は 、 千 曲 川 下流域北信地方 の み に 限 ら れ る こ と と な る 。

神 村 氏 は 長野 県 内 の弥生時代 住居址 を 総 合的 に 検討 し 、 地域性 と 時間 性 と を 抽出す る な か で こ

の傾向 を 指摘 し て い る （ 神村1986) 。 中 期後 半 代 に は 長 方形住居 形 態 が主流 で あ る 天竜川流域 に 比

較 し て 、 千曲 川 流域 で は 下流域ほ ど円形住居形態の 占 め る 割 り 合 い が大 き く な る 点 を 千曲 川 流域

の地域性 と し て 位 置付 け 、 保守的一面 と し て 理解 さ れ て い る 。 し か し な が ら 、 中 期 前 半 代 の 資 料

が不鮮明 で あ る 現時点で は 、 長野県内 に お け る 弥生 中期 の 伝統的住居形態 を 円 形 と し て と ら え る

こ と に は疑間 が残 る 。 む し ろ 、 東 日 本 に お い て 長方 形 を 伝 統 的 住 居 形 態 と し て 位 置 付 け る （ 宮

本1986) こ と が妥 当 と な れば、 中 期段 階 の 円 形住居形態 は 西 日 本的 な 一面 と し て と ら え る こ と が可

能 と な っ て く る 。 中 部高地～北関東地方の弥生 中期後半代 に お い て 、 千 曲 川 下流域の み に 円形住

居 が存 在 す る 特殊性 に つ い て は 、 地域単位 で縄文晩期以降の住居形態変遷 が再検討 さ れ た う え で

評価 さ れ る べ き と 考 え る 。
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炉の配置 に つ い て

千曲川 下流域での住居 内炉配置 を 見 る と 、 弥 生 中 期栗林段階 ま で は 、 円 形 住居 の ほ ぼ 中 央 部 に

炉の位置 を 設 定 し て い る こ と が確 認 さ れ る （ 図14- 1 ) 。 千 曲 川 上 流域 あ る い は天 竜 川 流 域 の 方

形 • 長方形住居 に お い て も 、 炉 が中 央部 に 配 置 さ れ る こ と は 一般 的 と 言 え る （ 図14- 2 · 3 ) 。 こ

れ に 対 し て 後 期段階 に お け る 炉の 配置 は 、 千曲川流域 ・ 天竜川流域 を 問 わ ず主柱短辺の 間 か 、 更

に 壁 よ り に 偏 っ た 中 心 軸上 に 見 ら れ る （ 図14- 4 - 6 ) 。 こ の 点 か ら 、 住 居 址 内 で の 炉 の 位 置 は 弥

生後期 に 至 っ て 住居 中 央部 か ら 次 第 に 壁際へ と 移動す る と い う 法則性 が導 か れ る こ と と な る 。 本

遺跡 に 見 ら れ る 主柱短辺 に 偏 っ た 炉 の 配置 は 、 炉が中 央部配置 を 外 れ て 移動 を 始 め る 第 1 段階 の

形態 と し て 位 置 付 け ら れ よ う 。

千曲川流域、 あ る い は 長 野 県内 に お け る 弥生時代住居址内炉配置の時 間 的 移動 に つ い て は 、 既

に指摘 さ れ る と こ ろ で あ り （ 林 ・ 花岡 1983、 神村1986) 、 こ の傾向 は北関東樽式土 器段階の住居構造

に お い て も 指摘 さ れ て い る （ 高崎市教委1979) 。 時 間 的 経過 と と も に 顕著 と な る 炉の 壁際 へ の 移 動

は 、 住居構造 と し て は 特殊 な 炉の 配 置 で あ り 、 そ の傾向 の地域的偏 在 に つ い て 、 弥 生 後 期 中 部 高

千曲川 下流域 千 曲 川 上流域 天竜川流域

中
期

長野市牟礼パ イ パス 2 号住

後
期

\
5

 

高森町北原 1 号住

長野市平柴平 y 2 号住

図14 長野県内の弥生時代住居址 ( 1 : 1 50) 

佐久市後沢 Y 24号住 飯田市酒屋 前 5 号住
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地 • 北関東の中部高地型櫛描文により 包 括 される土器群と関連 させる理 解が示 されている （ 井上

1983) 。 また、 炉の配置以外にも、 他地域に見 ら れない埋甕炉 や石 囲 い炉の存 在 、 あるいは複数

の炉を設置する傾 向について 、 地域単位での出現比に格差が認め ら れることが明 ら かにされてい

る。 これ ら の炉構造の地域性も関連させれば、 炉の配置をめ ぐ る理解には更に興味深い問題が内

包されて いるものといえよう。

2 本 1 対の支柱 に つ い て

出入口施設に関連 すると思 わ れる2 本 1 対の支柱を有する住居は、 千 曲 川 上流域の弥生中期後

半 には出現して おり （ 林1986) 、 後 期 箱 清 水 段 階においても継 続して 存 在 することが確 認 される

（ 図14- 5 ) 。 また群 馬 県においても、 弥生後期に同様の住居構造が散見されるとこ ろ であり、 千

曲 川 流域 か ら 北 関 東 に かけての長 方 形 住 居 に共 通した支柱形式とし て 現 われることが把握され

る。 ただし、 炉の配置において は共通性が認め ら れる天竜川流域には、 この支柱形式を採用した

住居構造は認め ら れない。 この支柱形式が主流となる地域と時間の関係は、 本遺跡の段階を前後

す る時期に時間 軸が設定 されると思 われるが、 地域性について は更に検討を加えることが必要で

ある。

ま と め

以上項 目 別に住居址の構造について述べた。 比較の対象を中部高地か ら 北関東の弥生中期後半 ～

後 期に絞っ て みたが、 住居平面形態 ・ 炉配置 ・ 支柱形式と出入口施設な ど 、 更に系譜と分布につ

いての分析が進めば、 そこに典味深い事象を提示することが可能とな ろ う。 言うまでもな く 、 比

較の対象とした地域と時 間は、 「中部高地 型櫛描文」により特徴付け ら れる土器群あるいは親縁

の土器群の分布域である。 その分布域内における弥生後期住居構造が、 共通の 「住居型」に基づ

く 点は井上氏により指摘されるとこ ろ である （ 井上1983) 。 井 上氏の分析は、 炉の配置を基準とし

て 住居 型 A - D 類を設定し、 弥生後期関東地方における 「住居型」の地域性を抽出したものであ

り、 そのなかで、 B · D 類が中部高地型櫛描文と分布を一致させて いる点を明 ら かにしている。

「住居型」 の地域性や炉の複数化 か ら 婚姻形態 ・ 集団関係へと論が進め ら れて い く が、 その過程

で把握された土器様相と 「住居型」との密接な関係は、 土器様相 か ら 認識された地域性に対して 、

住居構造の側 面 か ら 提起される新たな視点を加味したものとして高 く 評価 される。

今後 、 土器の型式学的研究と対比し、 地域 ・ 時間を更に明確にしなが ら 、 地域間にあ ら われた

住居構造の共通性あるいは時間的な構造変化の方向性を検討することが課題となるが、 住居構造

の分析が、 弥生時代中部高地 ・ 北関東の社会動態を理解す るうえで有効な方法の一つとして位置

付け ら れる可能性は高い。 （青木）
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3 遺 物

( 1 ) 土 器 ー長野吉田 高 校 グ ラ ン ド遺跡出 土 土器 に つ い て 一

本遺跡からは 実測個体のみでも30 0 を 上回る当該期の資 料として は 極 めて多数の良好な資料が

出土した。 こ れらの資料 は全体の様相を 単に概観するにおい ても、 大きな時間差の存在は 看取し

えず、 多くとも 2 世代 と い った短 い時間幅のなかで把握しうると思われる。

以下、 本稿で は比較的良好な資 料を中心に本遺跡 出土土器群 の形態分類を行い 、 その構成を 明

らかにするとともに、 その編年的位置付けについ て若干の考察を行 い 、 出土遺物のまとめとしたい。

壺形土器

主として口縁部形態の差異より以下のように分類される。

A 類 単純口縁の広口壺で、 口縁部は頸部より朝顔状に大きく外反 する形態のもの。

A, 類 口縁部が頸部から緩やかな弧を描い て外反 するもの (273)

A2 類 口縁部が直に近く立 ち上がり、 端部付近にて強く大きく外反 するもの (8)

B 類 口縁部形態は A 類と同様であるが、 有段口縁 （ い わゆ る翼状口縁）のもの (11)

C 類 口縁部が内湾 ぎみに受口状に立 ち上がる形態のもの (149 )

D 類 単純口縁で A 類に比較して短頸で、 口縁部の外反も緩 やかな形態のもの。

D, 類 短頸で口縁部は頸部から強い くの字状の屈 曲 をなして大きく外反 するもの (161)

D2 類 口縁部 は 頸部から緩 やかな弧を描 い て立 ち上がり、 短く軽く外反 するもの (272)

E 類 小型品で文様は施文されず、 外面と口縁部内面とが赤彩されるのみのもの (3 )

口縁部が朝顔状に大きく外反 する形態のA 類は 、 次の箱清水式へのスム ー ズな推移が考えられ

る。 しかし胴部形態は 、 胴 下位に最大径を 有 し丸みをもっ て底部へ収束する形態を とる。 こ の傾

向は A - E 類のい ずれにおい ても認められ、 箱清水式に特徴的な最大径部分以下が鋭くくびれ、

底部へ収束 する形態は本遺跡では破片資料でも確認されておらず、 こ の時期の特徴といえる。 A1

類のような後期的な太頸の広口壺の 出現段階は 中期終末、 い わゆ る栗林 II 式直後形式のなかに求

めうると思われるが良好な資料の 出土を 待ちたい。 A2 類は現状では類例が乏 し く詳細 は 不 明 だ

が、 口縁部が筒状のやや長く立ち上がる形態は 中期栗林式期の細口長頸壺の伝統の上に理解する

こ とも可能かと思われる。

口縁部が有段口縁もしく は 受 口状を呈するB · C 類も口縁部形態、 胴部形態は A 類と基本的に

同ーであり、 当該期に普遍的に存在する器種である。 ただ箱清水式 期に類例の少ない 善光寺平で

は 、 その消長関係の検討が今後必要であろ う。 D 類は A - C 類に比べ 、 中期的様相を 色濃く残す

ものと理解できる。 D1 類は 栗林式 期の特徴的な細頸壺の系 譜 上で理解でき、 D2 類も中期末のも

のにその系譜を 求 めうる。
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甕形土器

大型 ( A ) ・ 中型 ( B ) . 小 型 ( C ) な ら び に 台付甕 ( D ) が存在 し そ れ ぞれ が更 に 細分 さ れ る 。

Aa類 口 縁部は頸部 か ら 緩や か に 外反 し 、 端 部 に て 内 湾 ぎみ に 立 ち 上 が る 形態 の も の (l lZ)

Ab類 口 縁部 に 明確 な 段 を な し て 立 ち 上 が る 形態の も の ( 40)

Ac類 単純口縁で頸部 か ら 緩や か に 外反 す る 形態の も の ( 225 )

Ba類 口縁部は頸部か ら 緩 や か に 外反 し 端部 に て 内湾 ぎみ に 立 ち 上 が る 形態の も の ( 53 )

Bb類 口 縁部 に 明確 な 段 を な し て 立 ち 上 が る 形態の も の ( 140)

Be類 単純口縁の も の

Bぃ 類 頸 部 か ら 短 く 緩 や か に 外 反 す る 形態の も の ( 283)

Bc2 類 頸部で強 い く の字状の屈 曲 を な し て 直線的 に 外 反 す る 形態 の も の ( 45 )

Bd類 口縁部が頸部 よ り 内 湾 し つ つ 立 ち 上 が る 形態 の も の ( 109)

Ca類 口 縁部 に 明確 な 段 を 形成 し て 立 ち 上 が る 形態 を と り 、 口縁部 に 最 大 径 を 有す る も の ( 43 )

Cb類 口縁部が頸部 よ り 短 く 直 に 立 ち 上 が り 胴上部 に 最 大径 を 有 す る も の (280)

Da類 口 縁部 に 明確 な 段 を 形成 し て 立 ち 上 が る 形態の も の ( 104)

Db類 口 縁 部 は 単純口縁で短 く 緩や か に 外反 し 、 胴 上部 に 最 大 径 を 有す る も の ( 51 )

De類 口 縁部形態 は D b 類 と 同様だ が、 胴 下 半 に 最大 径 を 有す る も の ( 143)

Dd類 口縁部は頸部 よ り 内 湾 ぎみ に 立 ち 上 が り 、 口 縁部 に 最 大 径 を 有す る も の ( 31 5)

形態上 の特徴 と し て 、 A · B 類 と も に 口 縁部の頸部 か ら の 外反形態 に 、 こ の 時期の特徴 が強 く

う か が わ れ る 。 A a 類 · Ba 類等は 中 期 末 に お い て は頸 部 よ り 短 く く の 字状 に 外反 し 、 そ の後 有段

部 に 移行 す る 形態 を 呈す る が、 本遺跡例 で は 頸 部 か ら 直 に 近 く 立 ち 上 が っ た 後 に 緩や か に 外反 す

る 形態 を と り 、 明 ら か に 口縁部伸長化傾向 が認め ら れ る 。 こ の 傾 向 は Bぃ 類 · Bc 2 類 に お い て も

同 様 に 認め ら れ 、 中 期 か ら 後期箱清水式 に か け て の過渡期的 な 口縁部形態 と 理解 で き よ う 。 ま た

胴部形態 も 、 胴 上 半 に 最大 径 を 有 し 倒卵形 を 呈す る も の が主体 を 占 め る 点 に も 、 こ の 時期の特徴

が強 く う か が わ れ る 。

文様 に つ い て は 口 縁部 ・ 頸部 ・ 胴 部 に 便宜的 に 分離 し て 述べ る 。

口縁部

Aa · Ab · Ba 類 な ど の 有段 口縁の も の は 、 有段部 に 波状文 を 施文 す る も の ( 43 · 53 · 54) 、 有段部

が無文 で ナ デ整形 さ れ る の み の も の ( 40 · l lO · l l 2 · 177) 、 口 唇 部 に 波状文 を 施 文 す る も の ( 1 12)

等が存在 す る 。 栗林式 に お い て は 同 部 分 は 縄文 を 地文 に 、 山 形沈線 ・ 重 山 形 沈線文 が施文 さ れ る

の が通例で あ り 、 波状文 が施文 さ れ る の は 新 し い 様 相 で あ る 。 ま た 中 期 に お い て は 口 唇部 に 縄文 、

ヘ ラ 刻 み 文 等 が施文 さ れ る こ と が 多 い が、 本遺跡資料の場合 口 唇部 に 何 ら か の施 文 が な さ れ る も

の は も は や例外的 存 在 で し か な く 、 や は り 時間的後出性 が う か が わ れ る 。

Bc1 類 · Bc 2 類等の単 純 口 縁 の も の に お い て は 、 口 縁部 が無文 の も の が圧倒的 に 多 い 。 こ の場

合、 口縁部は ハ ケ 整形後強い ヨ コ ナ デが行 わ れ る の み と い う 共通 の 特色 を 有 す る 。 有 段 口 縁外 面
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の施文を 除き、 中期では口 頸部間に文様を 施文する意識が碁本的には存在せぬ こ とを 考應すれば、

こ れらの資料も中期的伝統のもとに理解でき よ う。 口 縁部の伸長化、 口 唇部装飾の基本的消滅、

口縁部無文のものの圧倒的優位といっ た特徴はまさに中期 から後期箱清水式 期の過渡的様相とと

らえられよ う。

頸部

右回りの簾状文を施文するものを基本とし、 ほとんどが等 間 隔止め簾 状文 である。 (174)は左

回り廉 状文が 2 段施文され、 その下にヘラに よ る剌 突 がなされる特異 なもので類例は今のとこ

ろ 存在しない。 また(45)はT 字文と波状文が施文され壺的な文様構 成を とる。 そのほか T 字文

B (116)、 櫛描直線文(46)等が頸部文様として存在するがいずれも例外的存在である。

胴部

a —胴上半に波状文、 下半に羽状条痕文もしくは単斜条痕を施すもの(54 · 112 · 53 · 55)

b 一縦位羽状条痕文のみのもの(76)

C 一胴上半に波状文を 施文するのみのもの(282 · 283)

に分類できるが量的には a 類が主体を 占 める。 a 類の羽状条痕 ・ 単 斜条痕文は中期的伝統のもと

に理解できるが、 胴上半に波状文が加 わ る構成はやはり新しい様相と理解でき よ う。 c 類は胴上

半に波状文を 施文するのみであるが口縁部に波状文が施文されぬ点を除いては、 基本的には箱清

水式に連なっ てゆく様相を示している。 また中期に特徴的な コ の字重ね文は(174)のような特異

な例が存在するのみであっ て、 後期初頭においては基本的には消滅しているものといえる。

甑形土器

A 類 坪部が底 部 よ り内湾 ぎみに立ち上がる形態をとるもの(66)

B 類 杯部は底 部 よ り内湾 ぎみに立ち上がり口縁部に至 っ て強く内傾する形態をとるもの ( 19 1)

整形はA · B 類ともにハ ケ 整形もしくはその後ナ デ整形されるのみである。 A 類は普遍的な形

態で、 栗林式の最古段階 よ り認められる。 B 類は今のと こ ろ 類例がな く やや特異なものである。

(192)は甕底部を 転用したもので焼成後、 内外 面 よ り穿孔がなされて い る。

高坪形土器

A 類 坪部が椀形を 呈 し直口縁をなすもの(84)

B 類 坪部形態はA 類同様であるが、 口縁端部が水平に屈 曲 しツバ状を 呈するもの(133)

C 類 小型品で坪部はハの字状に短く直線的に外開 する形態を 呈するもの(229)

D 類 赤 彩された台付甕とでも言える形態のもの(230)

主体となるものはA 類とB 類で、 箱清水式期に普遍的な坪部中位に屈 曲 を 有 し、 口縁部が立ち

上がりつ つ 外 反 する形態のものは破片資料においても確認されていない 。 A · B 類は口唇部に山

形突起を付すものも存在するが特定の傾向は認められない。 D 類は善光寺平では今のと こ ろ 類例
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が認められ ず、特 異なものとい える。 脚部は 短く ハの 字状に開く 形態を 通例とするが、 ( 90 · 2 15 )

のような 脚上 部が 棒状を 呈するものもあ る。

鉢形土器

A 類 坪部が 底部より 内 湾 ぎみに 立 ち上がる 形態を 呈するもの ( 125)

B 類 坪部形態は A 類と 同様であ るが、 口 縁部が 水平に 屈 曲して ツ バ状を 呈するもの ( 208)

C 類 底 径は 口縁径の ％以上を 占め、 坪部は直に 立 ち上がり コ ッ プ形を 呈する 粗製のもの ( 294)

口縁部付近の 破片資料が 多く、 高坪との 区 別が不明瞭なものが 多いが、 A · B 類が 主体を 占め

る。 特に 中期的 形態ととら えられる B 類がかなりの量 存 在する 点特 徴的であ る。

蓋形土器

い ずれも や や 扁 平な 蓋部に長めのつま み 部が 付く 形態をとる。 つま み 部の項 部が 凹 むものとそ

うでないものがあ るが、 完形品もなく 詳細は不明であ る。

以上、 本遺跡出土 資料の 形態分 類を 行い、その構成を明かにしてきた。 次にもう 一度各遺構出

土資料に 立ち 戻って、その編 年的 位 置について 若干述べてお きたい。 各遺構ごとに 資料を 概観す

ると 2 -4 · 7 号住居址より比較的まとまった 資料が出 土している。 中でも 2 · 3 · 4 号の各 住

居址資料間には大きな 差異は 存 在 せ ず、ほ ぼ同 一時期の 所産ととら えられ、現 状では吉田式土

器のなかでも 最古 段階に 位 置付けうるものと考 える。 また 7 号 住 居 址 資料は、 甕 Bぃ 類 ( 283 ) ·

Bc 2 類( 286)にお いて、 胴部下 半の 羽状条 痕文が 消 失し、また 壺 A1 類 ( 273)の 頸部文様も、 鋸歯

文は 基本的には 消滅することが 予想され、かわりに 波状文が 施文されるようになるという、 や や

新しい様 相が 強くうかが える。 しかし 依然壺 02 類 ( 276)、 鉢B 類 ( 291 · 293 )も 存 在し、 甕 口 縁 部

は 依然無文のまま残されるなど、その 差異は 2 -4 号住居址資料と 一線を 画して理 解しうるほど

明確なものではなく、 同一型式内にお ける新古の様 相差としてとら えてお くのが 妥当であ ろう。

（千野）
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4 号住
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4 号住
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6 号住
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2 号住壺

2 号住甕

図42 2 号住居址出 土 土 器 ( 1 ) 拓影
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2 号住甕

図43 2 号住居址出 土 土 器 ( 2 ) 拓影
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3 号住壺

図44 3 号住居址出 土 土 器 ( 1 ) 拓影
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57 



10cm 

図46 3 号住居址出土土器 ( 3 ) 拓影
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4 号住壺

4 号住甕

図47 4 号住居址出土土器 ( 1 ) 拓影
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図48 4 号住居址出土土器 ( 2 ) 拓影
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図49 4 号住居址 ( 3 ) 、 5 号住居址出土土器拓影
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7 号住壺

図50 6 号住居址、 7 号住居址出 土土器拓影
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1 -30 2 号住

図番号 器 種 型式
法 量 cm

遺 存 度 外 面 内 面 備 考口 径 底 径 器 品

1 壺 1 1 . 6  I I 4 ナ デ ヨ コ ナ デ （強）

2 壺 A, 1 6 . 4  I I 4 ヨ コ ナ デ ョ コ ナ デ

3 壺 E 1 2 . 1  6 . 6  21 . 2  完
胴
赤

下
彩

半箆削 り 上 半 ミ ガキ 口縁部 ： ミ ガキ 赤彩 外面黒班胴 部 ： ハ ケ → ナ デ

4 壺 C 1 5 . 4  1 / 4 ナ デ→ ミ ガキ 赤彩 ハ ケ → ミ ガキ 赤彩

5 壺 1 / 4 ハ ケ ナ デ 赤彩

6 壺 1 / 4 頸 部 ： ハ ケ 肩部 ： 縦 ミ ガキ ナ デ→ 軽 い ミ ガ キ

7 壺 D 3 I 4 ハ ケ → ナ デ 箆描沈線 5 本 ハ ケ → ナ デ

8 空． A, 19 .6  9 .4  35 . 2  完 3 号住出土破片接合

， :.:;: - D, 1 7 . 5  完 ハ ケ → ナ デ T 字 文 B ハ ケ → ナ デ

10 壺 1 / 6 縦ハ ケ → ヨ コ ナ デ T 字 文 B ハ ケ → ナ デ

1 1  壺 B 24 . 1  1 / 2 ナ デ 簾状文 2 十鋸歯文 軽い ミ ガキ

1 2  壺 1 / 6 ナ デ 櫛横線文 2 段十 鋸歯文 ？ 3 号住出土破片接合

13 壺 l / 5 ナ デ 櫛簾状文 ハ ケ→ ナ デ

14  空- 3 I 4 ハ ケ → ヨ コ ナ デ 簾状文 2 段 ナ デ

15  壺 1 / 2 ハ ケ 簾状文十 波状文 ナ デ

16  空- 1 / 3 ナ デ 簾状文→ 波状文 ナ デ

17  壺 完 ハ ケ→ 軽い ミ ガキ 簾状文 ハ ケ

18 壺 1 / 5 ハ ケ→ ナ デ L R 縄文 ハ ケ → ナデ 文
も

様
有

は圧痕の 可能性

19 壺 l I 2 ハ ケ→ ナ デ 赤彩 ハ ケ → ナ デ
物
内 面

有
に 灰 白色の付着

胴中位 ま で赤彩

20 壺 1 / 4 ハ ケ→ 軽 い ナ デ ハ ケ → ナ デ

21 空- 3 I 4 ハ ケ ハ ケ→ ナ デ

22 壺 8 . 6  2 I 3 ハ ケ ハ ケ → ナ デ

23 壺 5 . 2  完 ハ ケ→ ミ ガキ ハ ケ

24 壺 8 . 4  1 / 4 ハ ケ→ 雑 な ミ ガキ ハ ケ

25 壺 8 .8  3 I 4 ハ ケ→ ナ デ も し く は 軽い ミ ガキ ハ ケ → ナ デ

26 壺 8 . 9  1 / 2 ハ ケ ハ ケ

27 壺 8 . 3  1 / 2 ハ ケ→ ナ デ ？ 磨耗著 し い

28 空- 9 . 2  1 / 4 ケ ズ リ ハ ケ

29 壺 1 1 . 8  完 ハ ケ→ 軽い ミ ガキ ナ デ

30 空- 1 0 . 2  1 / 3 ミ ガキ ？ 剥落激 し い
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31 -60 2 号住

図番号 器 種 型式
法 批 cm

遺存度口 径 底径 器高

31 壺 8 . 8  I / 4 

32 壺 8 . 4  完

33 壺 1 1 . 2 1 I 2 

34 壺 8 . 8  I / 3 

35 壺 9 . 6  完

36 壺 9 . 6  2 I 3 

37 壺 1 0 . 8  1 / 4 

38 壺 1 1 .4 2 I 3 

39 甕 Bd 21 . 2  1 / 8 

40 甕 Ab 28 . 2  1 I B 

41 甕 B e , 17 6 1 / 5 

42 甕 Dd 1 0 . 6  1 / 5 

43 甕 Ca 1 4  .0  6 .6  1 3 . 8  3 I 4 

44 甕 Be 20 . 6  l / 3 

45 甕 Be , 1 8 . 1  8 . 2  (22.0) 1 / 2 

46 甕 B e , 1 9 . 4  1 / 4 

47 甕 14 . 2  1 / 2 

48 甕 B e , 1 5 . 8  I / 4 

49 甕 Be , 1 5 . 2  1 / 4 

50 台甕 l / 2 

51 台甕 Db 14 . 2  1 / 2 

52 甕 Ba 1 5 .  7 l / 4 

53 甕 Ba 1 8 . 6  8 . 4  25 . 9  

54 甕 Ba 1 8 . 7  I / 2 

55 甕 Ba 21 . 6  8 2 26 . 5  2 I 3 

56 甕 II .2  1 / 2 

57 甕 5 .0 完

58 甕 6 . 3  2 I 3 

59 甕 7 0 1 / 4 

60 甕 6 . 0  3 I 4 

外 面

ナ デ

ナ デ→軽 い ミ ガキ
底 面 も ミ ガキ

ナ デ も し く は 軽 い ミ ガキ

ハ ケ → ナ デ

ハ ケ → ナ デ

ョ コ ケ ズ リ

ナ デ 底 面 ケ ズ リ

ナ デ 底 面 ケ ズ リ

口縁部 ： ョ コ ナ デ 以下 ハ ケ

ョ コ ナ デ 簾状 文

ナ デ

口縁
部

部 ： ョ コ ナ デ
胴 ： ナ デ 簾状文
胴
櫛

部波 ： 軽
文

い ミ ガキ ？
状 簾状 文 2

口縁
部

部 ： 強 い ヨ コ ナ デ
胴 ： ハ ケ → ナ デ 簾状 文 2
口縁部 ： 強 い ヨ コ ナ デ 胴波部

状

： 
ハ ケ → ナ デ T 字 文 B → 文
口縁 ： ヨ コ ナ デ
櫛横線 文→ 波

状 文 3 帯
口縁

簾
： ヨ コ ナ デ

櫛 状 文 櫛波
状 文

口縁 ： ヨ コ ナ デ 櫛簾状 文 2 帯

口縁
廉状

： ヨ コ ナ デ 胴 ： ナ デ
櫛 文 波

状 文 3 帯
口縁波

状

： ヨ コ ナ デ 胴 ： ハ ケ
櫛 文 4 帯
口縁波

状

： ョ コ ナ デ（強） 胴 ： ハ ケ
櫛 文 4 帯
廉
胴

状波
状
文→

文
→口縁縦 i羽皮状

状
文
文

i口:ふ紐 ： ハ ケー

る
ヨ コ

唇
ナ

醤
デ

姦
（雄

妥
） → 施文ハ ケ →施文 3 帯 縦

蕉口縁状 ： ヨ
波
コ状ナ デ 胴 ： ハ ケ→施

文
文

文 文 3 帯 櫛条痕

胴 ： ケ ズ リ 底 面 ： ケ ズ リ

ヘ ラ ナ デ も し く は軽 い ミ ガキ

ナ デ
底 面 ： ヘ ラ に よ る 調整痕残す

ナ デ

ナ デ

ハ ケ → ナ デ

65 

内 面 備 考

ナ デ

ナ デ

ナ デ 磨粍著 し い

ナ デ

ハ ケ → ナ デ

ハ ケ → ナ デ

ナ デ

ナ デ

口縁部 ： ョ コ ナ デ
以下 ： ハ ケ

ハ ケ

ナ デ

ハ ケ → ヨ コ ナ デ

ハ ケ→ 軽 い ミ ガキ 外面倒落激 し い

ハ ケ→ て い ね い な ナ デ

口縁 ： ハ ケ → ナ デ 3 号住出土破片接合胴 部 ： ケ ズ リ
口縁 ： ヨ コ ナ デ
胴 ： ハ ケ → ナ デ

ナ デ

ナ デ

口縁 ： ヨ コ ナ デ
胴 部 ： ハ ケ→ ナ デ

ョ コ ナ デ→ ヨ コ ヘ ラ ナ デ 3 号住出土破片接合

口縁 ： ョ コ ナ デ
胴 ： て い ね い な ナ デ
口縁 ： ナ デ→ ミ ガキ

（ 軽
（
）
軽）

胴 ： ハ ケ → ミ ガキ
口縁 ： ヨ コ ナ デ（強）
胴 ： ケ ズ リ
口縁 ： ヨ コ ナ デ
胴 ： ハ ケ → 雑 な ミ ガキ

強 く て い ね い な ナ デ 3 ·8 号住出土破 片接合

て い ね い な ナ デ

ナ デ

て い ね い な ナ デ

て い ね い な ナ デ

ハ ケ→ ナ デ



61-90 2 号住

因番号 器 種 型式
法 址 cm

遺存度
口 径 底 径 器高

61 甕 7 . 0  J / 2 

62 甕 8 . 2  完

63 甕 8 . 0  3 I 4 

64 甕 6 . 8  1 / 2 

65 甕 7 . 0  1 I 4 

66 甑 A 1 9 . 0  7 . 6  9 . 6  3 I 4 

67 甑 5 . 4  1 / 4 

68 蓋 完

69 蓋 完

70 蓋 3 I 4 

71 深鉢 1 / 5 

72 深鉢 1 0 . 5  l / 8 

73 高坪 B 1 4 . 4  l / 5 

74 o品r杯
鉢 B 1 / 4 

75 高 坪 B 1 / 8 

76 高坪 A 1 1 . 2  I / 8 

77 高坪 A 13 . 2  I I 8 

78 高 坪 A 1 2 . 2  1 I 4 

79 高 坪 A 14 . 6  I / 8 

80 高坪 A 1 1 .8 1 / 3 

81 高坪 A 1 5 . 2  1 / 8 

82 高坪 A 12 4 1 / s 

83 高坪 A 1 5 . 8  1 / 5 

84 高杯 A 1 7 . 2  1 / 4 

85 高杯 A 1 9 .  I / 2 

86 高坪 9 . 4  完

87 高坪 2 / 3 

88 高坪 完

89 高坪 完

90 高坪 2 I 3 

外 面

ハ ケ → ナ デ 底面 ： ケ ズ リ

ハ ケ → ナ デ ？

ナ デ も し く は ミ ガキ

ハ ケ→ 軽 い ミ ガキ

ハ ケ → ケ ズ リ 櫛状状文
底面 ： ケ ズ リ
口 縁 ： ハ ケ → ヨ コ ナ デ
胴 ： ハ ケ ］ 孔

ナ デ も し く は ヘ ラ ナ デ l 孔

ナ デ

ナ デ

ハ ケ → 軽 い ナ デ

ハ ケ → ミ ガキ （軽） 赤彩
櫛廉状文 2 帯

ナ デ 赤彩

ハ ケ→ ミ ガキ 赤 彩

ナ デ→ ヘ ラ ナ デ or ミ ガキ
赤彩

ナ デ→ 赤彩

ミ ガキ 赤彩

ミ ガキ 赤彩

ナデ ミ ガキ 赤彩

ミ ガキ 赤彩

ミ ガキ 赤彩

ミ ガキ 赤彩

ミ ガキ 赤彩

ナ デ ミ ガキ （軽） 赤彩

ハ ケ → ナ デ or ミ ガキ
口 縁部 の み 赤彩

ハ ケ→ 軽 い ミ ガキ 赤彩

ミ ガキ 赤彩

ミ ガキ （軽） 赤彩

ミ ガキ （軽） 赤彩

ミ ガキ 赤彩

ミ ガキ 赤彩
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内 面 （前 考

ナ デ

ナ デ 磨耗秤 し い

ナ デ

て い ね い な ナ デ

ケ ズ リ

ハ ケ 底部
付

内外
物

面 に 灰 白 色
の がf 有

ハ ケ

ナ デ

ナ デ

ハ ケ → ナ デ

ハ ケ → ナ デ 3 号住出土破片接合

ナ デ 赤彩

ハ ケ → ミ ガキ （軽） 赤彩

ハ ケ → ミ ガキ 赤彩

ナ デ→ 赤彩

ミ ガキ 赤彩

ミ ガキ 赤彩

ミ ガキ 赤彩

ミ ガキ 赤彩

ミ ガキ 赤彩

ミ ガキ 赤彩

ミ ガキ 赤彩

ミ ガキ 赤彩

軽 い ミ ガキ 赤 彩

ハ ケ → 軽 い ミ ガキ 赤 彩

ミ ガキ 赤彩
脚 ： ハ ケ → ナ デ

ナ デ 赤彩 脚 ： ナ デ

ミ ガキ （軽） 赤 彩
脚 ： ナ デ

ミ ガキ 赤彩 脚 ： ナ デ

脚 ： ナ デ



91 2 号住 、 92 - 1 20 3 号住

図番号 器 種 型式
法 拭 cm

遺存度
口 径 底径 器 品

91 甜邸 2 I 3 

92 :;:,: �, B 1 8 . 8  

93 壺 C 1 6 . 8  I / 4 

94 壺 1 5 . 2  I / 8 

95 →
52'. 

9 A, 20 4 1 I 4 

96 
ー�●9 

B 1 6 . 8  1 I 4 

97 壺 2 I 3 

98 壺 1 / 4 

99 壺 A, 26 . 8  1 I 3 

100 壺 8 . 8  3 I 4 

IOI  壺 9 . 4  3 I 4 

102 壺 9 . 5  3 / 4 

103 甕 14 . 4  1 / 5 

104 甕 Da 1 4  .2  1 / 4 

105 甕 1 I 4 

106 甕 Ba 21 . 0  1 / s 

107 甕 Ba 1 7  . 8  1 / 8 

108 甕 Ba 1 6 . 4  I / 8 

109 甕 Bd 1 8 . 4  I I 8 

1 10 甕 Aa 20 . 0  I / 5 

1 1 1  甕 Be , 1 8 . 2  8 . 0  22 . 3  I / 2 

1 1 2  甕 Aa 22 . 5  10 . 0  38 . 1  I / 2 

1 1 3  甕 1 9 . 4  I I 5 

1 14 甕 Ac 23 . 2  I / 4 

1 1 5  甕 Ac 25 . 4  I / 4 

1 1 6  甕 Ac 27 . 0  1 / 8 

1 1 7  甕 5 . 4  2 / 3 

1 18 甕 9 . 6  1 / 2 

l l9 甕

1 20 鉢 C 1 0 . 2  1 / 8 

外 面

ミ ガキ 赤彩

強 い ヨ コ ナ デ

ハ ケ → ナ デ 軽 い ミ ガキ ？

ヨ コ ナ デ

ナ デ ロ 唇部 に も 赤 彩 及 ぷ

ー
頸
口縁

波
： 状ハ

：
文9ケヽ一ケ2

ー
櫛償線→ 鋸歯文→ 円形浮文

軽
櫛

い ミ ガキ
廉 状 文 2 → 鋸 歯 文

ナ デ→ 櫛消状文→ 鋸 歯 文→ 櫛 粂
痕 文
ハ ケ → ナ デ
櫛横線文 2 → 鋸 歯 文

ハ ケ → ナ デ

ハ ケ 底部付近は 指頭調整

ハ ケ→ ナ デ

ナ デ 簾状文 櫛 粂 痕 文

口 縁 ： 強 い ナ デ
薦状文→ 波状文 5
ハ ケ → ナ デ
篤状 文→ 波状文 2
口 縁 ： 強 い ヨ コ ナ デ
他 ： ハ ケ → ナ デ
口縁 ： 強 い ヨ コ ナ デ
櫛横線 文 （簾状文 ？ ）

ハ ケ → ナ デ 波状文 2 廉状文

口縁 ： ヨ コ ナ デ 簾状文 2

口縁 ： ョ コ
篤
ナ デ

胴 ： ハ ケ 状 文 2 櫛 条 痕 文

胴
讀
口

状
縁： 文ハ： →

ハ
ケー

波

ケ ー
状ナ強

文デ→い底
櫛
ヨ 部羽

コ状
ナ
： 軽文デい ミ ガキ

簾，状
縁

，文計→農波＼
‘
状？、 文;.!:3 一'櫛

ぃ'羽r歩状文；
ハ ケ ー ナ

強 い ヨ コ ナ デ

口縁 ： 強 い ヨ コ ナ デ
廉状文 波状文

ハ ケ→ ヨ コ ナ デ

ハ ケ → 強 い ヨ コ ナ デ T 字文 B

ハ ケ → ケ ズ リ
底 面 ： ケ ズ リ → ナ デ

ハ ケ → ナ デ 底 面 ： ケ ズ リ

ハ ケ 底付近 ケ ズ リ

ナ デ
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内 面 備 考

ナ デ

ハ ケ→ ナ デ

ョ コ ナ デ→ 軽 い ミ ガ キ
赤彩

ミ ガキ 赤彩

口縁 ： ハ ケ → ミ ガキ
頸 ： ハ ケ → ナ デ

口縁 ： ミ ガキ 赤 彩 剥 落激 し い胴 ： ナ デ

ハ ケ → ナ デ 4 号住出土破片接合

口 縁 ： ミ ガ キ （軽） 赤彩
胴 ： ハ ケ ナ デ

ハ ケ → ナ デ

ハ ケ → ナ デ

ハ ケ→ ナ デ

ナ デ

口 縁 ： 強 い ナ デ
胴 ： ハ ケ → ナ デ

ハ ケ → ナ デ 磨粍著 し い

口緑 ： 強 い ヨ コ ナ デ
他 ： ハ ケ → ナ デ

ハ ケ → ナ デ

て い ね い な ナ デ も し く は
ミ ガキ

口縁 ： ョ コ ナ デ
胴 ： ハ ケ → ナ デ
口緑 ： ハ ケ → 強 い ヨ コ ナ
デ 胴 ： ハ ケ → ナ デ
口 縁 ： 強 い ヨ コ ナ デ
胴 ： ハ ケ → ナ デ

強 い ヨ コ ナ デ

ハ ケ → ナ デ 磨耗激 し い

ハ ケ → ナ デ 磨耗激 し い

ハ ケ う祖い ヨ コ ナ デ

ナ デ→ ミ ガキ

ハ ケ → ナ デ 内 面 ： 黒色物付符

ハ ケ → ナ デ

強 く て い ね い な ナ デ



1 2 1 - 137 3 号住、 1 38 - 1 44 8 号住、 145- 1 50 4 号住

図番号 器 種 型式
法 屎 crn

遺存度 外 面
口 径 底 径 器 高

121  鉢 1 6 . 8  ハ ケ

122 甑 4 . 6  1 I 4 ハ ケ → ナ デ

1 23 深鉢 I / 4 ハ ケ → 軽 い ミ ガキ 赤彩

124 鉢 B 1 3 . 0  6 .0 5 . 1  1 / 4 ナ デ

1 25 鉢 A 1 6 . 5  6 .6 7 5 1 / 3 1
底
口本縁

部
部

：. , ミヽ ケガ→キ 赤デリ ー
彩

付近 ： ケ ナズ ナ デ 底面 ケ ズ ')

1 26 鉢 1 / 4 ナ デ 赤彩

127 鉢 1 / 4 ハ ケ → 軽 い ミ ガキ → 赤彩

1 28 鉢 A 21 . 2  8 . 0  9 8 完
ハ ケ → ミ ガキ→ 赤彩
底 面 ケ ズ リ

129 高坪 A 1 5  .4  I / 8 ミ ガキ 赤彩

130 高坪 A 1 8 . 6  1 I s ハ ケ → ミ ガキ 赤彩

1 3 1  高坪 A 1 8 . 8  1 / 3 ミ ガキ 赤彩

1 32 高坪 A 21 .8  1 / 4 ハ ケ → ミ ガキ 赤彩

1 33 高坪 B 1 8 . 2  1 3 . 8  完 ミ ガキ 赤彩

1 34 高坪 1 / 2 軽い ミ ガキ 赤彩

1 35 高坪 l / 2 赤彩

1 36 高坪 1 / 3 赤彩

1 3 7  高坪 1 / 3 ミ ガキ 赤彩

1 38 壺 D, 1 2 . 2  1 / 4 強 い ヨ コ ナ デ ヘ ラ 描横線

1 39 壺 1 / 4 ハ ケ→ ナ デ 簾状文 2

140 甕 Bb 1 6 . 8  1 / 8 強 い ヨ コ ナ デ 簾状文

1 4 1  甕 6 . 6  2 I 3 ナ デ 底 面 ： ケ ズ リ

142 甕 7 .4 2 / 3 ナ デ

143 台甕 De 14 . 0  l / 4 口 縁 ： ヨ コ ナ デ

簾状文 2 → 波状文 3

144 高坪 1 / 3 赤彩

145 空- B 1 8 . 4  I / 4 口 縁 ： 強い ヨ コ ナ デ 以下 ナ デ

1 46 壺 A, 1 5 . 4  I I B ナ デ

147  壺 A, 1 6 . 4  1 I 4 ハ ケ → 強 い ヨ コ ナ デ

148 壺 A, 1 5 . 0  1 / 2 ナ デ T 字 文 B

149 壺 C 1 8 . 5  2 I 3 口縁 ： ハ ケ → ナ デ

櫛横線文→ 鋸歯文

1 50 -空 1 / 8 ヘ ラ 沈線→

赤彩
鋸歯文

ミ ガキ
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内 面

ハ ケ

ハ ケ → ナ デ

ハ ケ → ナ デ

ナ デ ？ 赤彩

ミ ガキ 赤彩

ハ ケ

ハ ケ→ ナ デ

ハ ケ→ 軽い ミ ガキ 赤彩

ミ ガキ 赤彩

ハ ケ → ミ ガキ 赤彩

ミ ガキ 赤彩

ハ ケ → 軽い ミ ガ キ 赤彩

ミ ガキ 赤彩 脚 ： ナ デ

赤彩 脚 ： ナ デ

？ 脚 ： ナ デ

脚 ： ハ ケ → ナ デ

脚 ： ハ ケ → ナ デ

ハ ケ → ナ デ

ハ ケ → ナ デ

強 い ヨ コ ナ デ

ナ デ

ナ デ

ナ デ

ナ デ

ハ ケ→ ミ ガキ 赤彩

ミ ガキ 赤彩

ハ ケ → ナ
（ 軽

デ

） ミ ガ キ 赤彩

ハ ケ → ナ デ 赤彩

ハ ケ→ ナ デ

？ 

備 考

磨耗著 し い

外
抒物

底 面 に 灰 白 色の付

磨粍著 し い

磨耗若 し い

磨耗許 し い

磨耗芳 し い



151 - 1 80 4 号住

図番号 器 種 型式
法 駄 cm

遺存度 外 面 内 面 備 考口 径 底 径 器 高

1 5 1  壺 D, 1 3 . 6  I / 4 ハ ケ→ 強 い ヨ コ ナ デ 簾状文 ハ ケ→ ナ デ

152 壺 A, 1 8 . 2  2 I 3 ハ ケ→ 軽い ナ デ ハ ケ→ ナ デヘ ラ 描横羽状文

153 壺 A, 17 . 6  1 / 3 ハ ケ→ 強 い ヨ コ ナ デ ハ ケ → ナ デ

154 壺 20 . 8  3 I 4 口縁 ： ョ コ ナ デ 口 縁 ： ミ ガキ 赤彩
頸胴 ： ハ ケ→ ミ ガキ T 字文 B 胴 ： ハ ケ→ ナ デ

155 壺 1 / 5 ハ ケ→ 軽 い ナ デ T 字文 B ハ ケ

156 壺 2 I 3 口 縁 ： ハ ケ→ ナ デ 口 縁 ： 軽 い ミ ガ キ 赤彩
胴 ： 軽 い ミ ガキ 簾状文 2 胴 ： ハ ケ→ ナ デ

157 -空 1 / 4 ハ ケ 簾状文 ハ ケ→ ナ デ

158 壺 1 / 4 ハ ケ→ ナ デ 簾状文 赤彩 磨耗著 し い

159 壺 完 ハ ケ→ ナ デ ？ 簾状文 2 ハ ケ→ ナ デ

160 壺 2 I 3 ハ ケ→ ナ デ ？ 簾状文 2 ナ デ

161 壺 D 1  1 8 . 5  9 4 37 完
ハ ケ → ナ デ も し く は軽い ミ ガキ ハ ケ→ ナ デ ？簾状文 2

162 壺 1 / 3 簾状文 2 → 波状文 1 ？ 磨 耗著 し い

163 壺 1 / 3 簾状文→ 波状文 ハ ケ→ ナ デ

164 壺 I / 3 ハ ケ→ ナ デ ハ ケ → ナ デ

165 壺 1 / 2 ハ ケ→ ナ デ ハ ケ→ ナ デ

166 壺 8 . 6  4 / 5 ハ ケ → ナ デ も し く は軽い ミ ガキ ハ ケ→ ナ デ

167 壺 7 . 8  3 I 4 ハ ケ→ ナ デ ハ ケ → ナ デ

168 壺 8 . 4  l I 3 ハ ケ ハ ケ → ナ デ

169 壺 7 . 2  1 / 4 ハ ケ→ ナ デ ハ ケ→ ナ デ

170 壺 8 . 6  完 ハ ケ 底 部 ： ケ ズ リ ナ デ

1 7 1  壺 8 . 6  I / 2 ハ ケ→ ヨ コ ナ デ ハ ケ → ナ デ 磨耗著 し い

1 72 壺 1 0 . 2  I / 2 ナ デ ？ ？ 

1 73 壺 1 1 . 6 完 ナ デ 底 面 ： ケ ズ リ ナ デ

1 74 甕 1 / 4 i伍竺隈i悶応 出雰全 ナ デ 枯積み痕明瞭

1 75 甕 1 4 .  2 1 / 3 ヨ コ ナ デ ハ ケ → ヨ コ ナ デ

1 76 甕 23 . 6  I / 8 ヨ コ ナ デ ハ ケ→ ヨ コ ナ デ

177 甕 Ca 1 3 . 3  3 I 4 口 縁 ： 強 い ヨ コ ナ デ 胴 ： ハ ケ 口縁 ： ハ ケ→ ミ ガキ （軽）
廉状文→ 縦羽状文 胴 ： ハ ケ → ミ ガキ

1 78 甕 Bd 15 .4 l I s 口縁 ： 強 い ヨ コ ナ デ 口 縁 ： 強 い ヨ コ ナ デ
廉状文→ 櫛線 胴 ： ハ ケ→ ナ デ

1 79 甕 1 / 3 ハ ケ 簾状文 2 → 波状文 ハ ケ→ ナ デ

180 甕 Be , 1 5 .  l 3 I 4 口 縁 ： 強 い ヨ コ ナ デ 口縁 ： ハ ケ → ヨ コ ナ デ
薦状文→ 波状文→ 羽状文 胴 ： ハ ケ→ ナ デ
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1 8 1 - 2 1 0  4 号住

図番号 器 種 型式
法 屈 cm

遺存度 外 面 内 面 備 考
口 径 底 径 器高

181 甕 Be , 22 . 0  1 / 3 口
状
縁 ： ヨ コ ナ デ 口 縁 ： ナ デ→ ミ ガキ （軽） 磨粍蒋 し い簾 文→ i皮状文→縦 羽状 文 胴 ： ハ ケ→ ナ デ ？

182 甕 Be , 21 . 8  3 I 4 口縁 ： 強 い ヨ コ ナ デ 口緑 ： 強 い ヨ コ ナ デ
胴 ： ハ ケ→ ナ デ 胴 ： ハ ケ → ナ デ

183 台甕 3 I 4 ハ ケ ナ デ ハ ケ→ ナ デ 磨 粍、 約J 落著 し い

184 甕 5 . 8  1 / 3 ハ ケ→ ナ デ も し く は ケ ズ リ ナ デ

185 甕 8 . 0  完 軽
底

い ミ ガキ
ズ

も し く は ナ デ
面 ： ケ リ → ナ デ て い ね い な ナ デ

186 台甕 完 ハ ケ ハ ケ

187 鉢 B 1 5 . 6  1 / 4 ハ ケ→ ヨ コ ナ デ ハ ケ→ ナ デ

188 鉢 A 1 1 . 6  1 I 4 口緑 ： ヨ コ ナ デ ハ ケ → ナ デ他 ： ハ ケ → ナ デ

189 鉢 A 1 5 . 6  1 / 8 口 緑 ： ヨ コ ナ デ ナ デ他 ： ハ ケ→ ナ デ

190 鉢 A 1 3 . 8  1 / 2 ナ デ ナ デ

191 甑 B 20 . 3  6 . 6  1 2 . 6  3 I 4 ハ ケ ハ ケ 内白
面
色 の、

底付 部着
物
外 面 に 灰

192 甑 6 . 4  2 / 3 ナ デ 焼成後穿孔 ナ デ 甕底 部 を 転用

193 甑 5 . 8  3 I 4 ハ ケ→ ナ デ ハ ケ→ ナ デ

194 鉢 ？ 17 . 8  1 / 8 ハ ケ → ナ デ 赤彩 ハ ケ→ ナ デ

1 95 高坪 A 14 0 1 I 8 ハ ケ → ミ ガキ 赤 彩 ハ ケ→ ミ ガキ 赤彩

196 高坪 A 1 4 . 8  1 I 3 ミ ガキ 赤彩 ミ ガキ 赤彩

197 鉢 A 1 6 . 2  1 I 4 ハ ケ→ ミ ガ キ （軽） 赤彩 ハ ケ→ ミ ガ キ （軽） 赤彩 2 孔一対の穿孔有

198 鉢 A 1 6 . 2  l / 4 ハ ケ → ミ ガキ （軽） 赤彩 ハ ケ→ ミ ガ キ ？ 赤彩 磨耗著 し い

199 鉢 A 17 . 8  1 I 3 ? ハ ケ → ミ ガキ ？ 赤彩 磨耗著 し い

200 鉢 （ ？ ） A 21 . 3  1 / 8 ハ ケ→ ミ ガキ （軽） ハ ケ→ ミ ガ キ ？赤彩 波状文

201 高坪 B 1 3 . 2  1 I 2 て い ね い な ミ ガキ 赤彩 て い ね い な ミ ガキ 赤彩

202 高坪 B 20 .4  1 / 8 ハ ケ→ ミ ガキ 赤 彩 ハ ケ→ ミ ガキ 赤彩

203 鉢 B 1 2 . 8  l / 4 口緑 ： 強 い ヨ コ ナ デ ハ ケ→ ミ ガキ （軽） 赤彩軽 い ミ ガキ ？

204 高坪 B 22 . 5  1 I 4 ハ ケ → ミ ガ キ （軽） 赤彩 ハ ケ → ミ ガ キ （軽） 赤彩

205 鉢 B 18 8 1 / 8 口縁 ： 強 い ヨ コ ナ デ ナ デ ハ ケ→ ミ ガキ （軽） 赤彩

206 鉢 B 6 . 4  l I 4 ハ ケ→ ミ ガキ ハ ケ→ ミ ガキ （軽） 赤彩

207 鉢 B 1 8 . 4  6 . 8  7 . 5  3 I 4 ハ ケ→ ナ デ ハ ケ→ ミ ガキ （軽） 赤彩 磨耗著 し い

208 鉢 B 23 8 . 0  8 . 6  4 / 5 ハ ケ→ ナ デ ロ 唇 ： ヘ ラ 刻み ミ ガキ （軽） 赤彩

209 高坪 1 / 4 ハ ケ→ ミ ガキ 赤彩 ミ ガキ 赤彩

210 鉢 5 . 6  1 / 8 ハ ケ→ ナ デ→ 赤彩 ナ デ 赤彩
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2 1 1 -215 4 号住 、 21 6- 234 5 号住 、 235-240 6 号住

図番号 器 種 型式
法 1

―
,l: cm 

遺 存 度 外 面 内 面 備 考
口 径 底 径 器 晶

2 1 1  鉢 7 0 1 / 3 ？ ハ ケ → ミ ガキ （軽） 赤 彩 磨 耗著 し い

212 邸M、 3 I 4 ハ ケ → ミ ガキ 赤彩 脚 ： ナ デ 磨 耗若 し い

213  邸M、 完 ミ ガキ 赤 彩 ？ 剥落著 し い

214 高H 3 I 4 ハ ケ→ ミ ガキ→ 赤 彩 脚 ．・ ナ デ

2 1 5  邸H、 完 赤彩 赤彩 磨 耗著 し い

2 1 6  壺 B 20 l / 8 強 い ヨ コ ナ デ 波状文 1 ハ ケ→ ヨ コ ナ デ

2 1 7  壺 1 / 4 ハ ケ→ ミ ガキ 赤彩 ハケ→ ナ デヘ ラ 描沈線

218 壺 B 1 7  . 4  l / 4 8
口
�

贔.位 ： ョ コ ナ デ ロ頸 ： ハ ケ
ヘ ラ 描ハ9ケ貴

→羽状ミ
文
ガキ ハ ケ → ナ デ

2 1 9  壺 I / 4 ハ ケ→ ナ デ ハ ケ → ナ デ

220 壺 1 / 4 ハ ケ → ナ デ ハ ケ → ナ デ

221 壺 7 0 2 I 3 ハ ケ → ナ デ 底部 ： ケ ズ リ ハ ケ→ ナ デ

222 壺 2 I 3 ナ デ ハ ケ → ナ デ

223 壺 1 / 3 ハ ケ→ ナ デ も し く は 軽 い ミ ガキ ハ ケ→ ナ デ

224 壺 11 . 6  1 / 3 ハ ケ → ナ デ ナ デ 磨 粍著 し い

225 甕 Ac 23 .4  l / 2 口縁 ： 強 い ヨ コ ナ デ 胴 ： ハ ケ 口 縁 ： 強 い ヨ コ ナ デ
簾状文 3 胴 ： ハ ケ → ナ デ

226 甕 1 0 . 6  I / 3 ヨ コ ナ デ ハ ケ→ ナ デ

227 5 . 8  1 / 4 ハ ケ → ナ デ 焼成前穿孔 ハ ケ → ナ デ

228 蓋 1 8 . 4  1 / 4 ハ ケ→ ナ デ ハ ケ→ ナ デ

229 高払 ？ C 7 7 1 I 4 ミ ガキ 赤彩 ミ ガキ 赤彩

230 高％ D 14 8 4 / 5 ミ ガキ 赤彩 ミ ガキ 赤彩

231 高杯 A 1 8 . 8  I I 3 ハ ケ→ ミ ガキ 赤 彩 ハ ケ→ ミ ガキ （軽） 赤 彩

232 高J,f. ? B 18 . 6  I / 5 ハ ケ→ ミ ガキ （軽） 赤 彩 ハ ケ→ ミ ガキ （軽） 赤 彩 鉢 ？

233 高邸 B 20 . 2  I / 8 ハ ケ→ ミ ガキ ？ 赤彩 ハ ケ→ ミ ガキ ？ 赤彩

234 鉢 6 . 0  3 I 4 ケ ズ リ → ナ デ ミ ガキ ？ 赤彩

235 壺 1 6  6 1 / 2 ハ ケ→ ナ デ 廉 状 文→ i皮状文 ハ ケ → ナ デ

236 壺 1 7 . 6  1 / 2 口縁 ： ヨ コ ナ デ 頸 ： ハ ケ ハ ケ → ナ デ
廉状文

237 壺 1 / 3 I ヽ ケ 撹状文
ハ ケ → ミ ガ キ （軽） ？
赤彩

238 壺 1 3 . 8  1 / 2 
口縁 ： ハ ケ→ ヨ コ ナ デ ハ ケ → ナ デ頸 ： ハ ケ ヘ ラ 沈線 5

239 壺 1 / 4 ハ ケ→ ナ デ （ ？ ） 波状文 ハ ケ→ ナ デ

240 ID, �- D, 1 / 4 ハ ケ→ ナ デ ハ ケ→ ナ デヘ ラ 沈線→ 鋸歯文→ 円 形浮文
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241 - 266 6 号住 、 267-270 7 号住

図 番 号 器 種 型式
法 駄凪 cm

口 径 底 径 器 高

241 壺

242 壺 8 . 8  

243 壺 1 0 . 6  

244 壺 9 . 0  

245 壺 B A  

246 壺 1 2 . 0  

247 壺 A, 19 .4  

248 壺 8 . 5  

249 壺 8 . 4  

250 甕 1 5 . 2  

251 甕 14 . 1  

252 甕 Ba 1 7 . 0  

253 甕 Ba 1 6 . l  

254 甕 Ba 1 6 . 8  

255 甕 Ba 21 .8  

256 甕 Ba 1 6 . 0 

257 甕 Cb 1 5 . 6  

258 甕 7 . 4  

259 甕 7 . 9  

260 鉢

261 高坪 A 1 5 . 9  

262 高坪 A 1 9 . 2  

263 高坪 A 1 9  . 6  

264 高坪

265 高坪

266 鉢 B 25 . 8  

267 壺 B 1 2 . 8  

268 宜- 1 3 . 2  

269 空- A, 1 8 . 4  

270 ]:;: て心 A, 1 9 . 0  

遺存度

1 / 3 

1 / 4 

2 I 3 

1 / 6 

1 / 4 

1 I 4 

3 I 5 

1 / 4 

1 / 3 

1 / 8 

1 I B 

1 / 6 

1 / 3 

1 / 8 

1 / 8 

2 I 3 

1 / 5 

1 / 4 

2 I 3 

1 / 3 

1 / 8 

1 I B 

1 / 8 

完

完

1 / 3 

1 I 6 

1 / 6 

1 / 4 

外 面

ハ ケ → ミ ガキ
文
( ?

→
) 

ヘ ラ 描横羽状 鋸歯文

ハ ケ

ハ ケ

ハ ケ→ ナ デ

ハ ケ → ナ デ
底 部 ： ケ ズ リ → ナ デ

ハ ケ 底部 ： ケ ズ リ → ナ デ

ハ ケ → ナ デ ヘ ラ 描横羽状文

ハ ケ→ ケ ズ リ 底 部 ： ケ ズ リ

ハ ケ ケ ズ リ 底 部 ： ケ ズ リ

ヨ コ ナ デ

強 い ヨ コ ナ デ

強 い ヨ コ ナ デ

口縁 ： 強 い ヨ コ ナ デ
胴 ： ハ ケ 簾状文
口 縁 ： 強 い ヨ コ ナ デ
篤状文→ 波状文→ 縦 羽状文
口 縁 ： ハ ケ→ 強 い ヨ コ ナ デ
簾状文→ 羽状文
口緑 ： 強 い ヨ コ ナ デ
簾状文 2 → 波状文→ 縦羽状文
口 縁 ： ヨ コ ナ デ
簾状文→ 波状文→ 縦羽状文

ケ ズ リ ？

ハ ケ→ ナ デ

ハ ケ→ ナ デ

ハ ケ→ ミ ガキ （軽） 赤彩

ミ ガキ （軽） 赤彩

ハ ケ→ ミ ガキ （軽） 赤彩

赤彩

ハ ケ→ ミ ガキ （軽） 赤彩

ハ ケ→ ナ デ

強 い ヨ コ ナ デ

ハ ケ → 強 い ヨ コ ナ デ

ハ ケ→ 軽 い ナ デ

1 / 3 ? 
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内 面 備 考

ハ ケ→ ナ デ 磨粍許 し い

ハ ケ → ナ デ

ハ ケ→ ナ デ

ハ ケ → ナ デ

ハ ケ → ナ デ

ハ ケ ハ ケ 原体 2 種有

ハ ケ→ ナ デ

ハ ケ ： ナ デ

ハ ケ→ ナ デ

ヨ コ ナ デ

強 い ヨ コ ナ デ

強 い ヨ コ ナ デ

口 縁 ： 強 い ヨ コ ナ デ 磨耗芍 し い胴 ： ？
口 縁 ： 強 い ヨ コ ナ デ
胴 ： ハ ケ → ナ デ
口 縁 ： ハ ケ→ 強 い ヨ コ ナ
デ 胴 ： ハ ケ→ ナ デ
口縁 ： 強 い ヨ コ ナ デ
胴 ： ナ デ
口 縁 ： ヨ コ ナ デ
胴 ： ハ ケ

ハ ケ→ ナ デ

ナ デ

ハ ケ → ナ デ

ハ ケ→ ミ ガキ （軽 ） 赤彩

ミ ガキ （軽） 赤彩

ミ ガキ （軽） 赤彩

？ 磨耗若 し い

赤彩

ハ ケ→ ミ ガキ （軽） 赤彩

強 い ヨ コ ナ デ

ヨ コ ナ デ

ハ ケ → ナ デ ミ ガキ ？
赤彩

ハ ケ → ミ ガキ （軽） 赤彩 磨耗著 し い



271 -295 7 号住 、 296-298 9 号住 、 299-300 10号住

図番号 器 種 型式
法 拭 cm

口 径 底 径 器高

271 壺 6 . 9  

272 壺 D , 1 6 . 2  

273 壺 A ,  23 8 

274 壺 9 . 8  

275 壺 8 . 6  

276 壺 8 . 2  

277 壺 8 I 

278 壺 7 8 

279 壺 7 . 9  

280 甕 Cb 1 1  2 6 0 1 3 . 9  

281 甕 Be , 12 8 6 I 1 8 . 2  

282 甕 Be , 17 . 1  8 1 21 7 

283 甕 Be , 19 . 8  8 . 1  26 . 3  

284 甕 8 0 

285 甕 9 . 6  

286 甕 6 . 0  

287 甕 5 . 1  

288 鉢 7 . 6  

289 甕 7 . 8  

290 小壺 ？

291 鉢 B 14 . 0  

292 高坪 ？ B 1 5 . 0  

293 鉢 B 15 . 2  5 0 5 7 

294 鉢 C 1 1 . 4 6 . 7  8 . 3  

295 高坪 A 1 2 . 5  

296 壺 9 . 8  

297 甕 Be , 1 5 . 6  

298 甕 6 . 2  

299 壺 B 1 6 . 8  

300 壺 B 

遺存度

完

3 I 4 

3 I 4 

1 / 2 

I / 4 

I / 3 

外 面

ハ ケ → ナ デ 簾状 文→ i皮状文 2

ハ ケ → ナ デ ヘ ラ 描沈線 5

口 縁
横線

： ナ デ 胴 ： ハ ケ→ ナ デ
櫛 2 → i皮状文

ハ ケ → ナ デ

ハ ケ→ ナ デ

ハ ケ → ナ デ も し く は ミ ガキ
底面 ： ケ ズ リ

1 / 3 ? 

1 I 4 ? 

1 / 5 ハ ヶ ？ → ナ デ

口
状
縁 ： ヨ コ ナ デ

廉 文→ i皮状文

2 I 3 口 縁 ： 強 い ヨ コ ナ デ
胴 ： ハ ケ→ ナ デ 波状文 3

2 I 3 口
状
縁 ： ョ コ ナ デ

籠 文→ 波状文 3

完 口 縁 ： 強 い ヨ コ ナ デ 胴 ： ハ ケ
→ ナ デ 篤状文→ 波状文 4

1 / 3 ハ ケ→ ナ デ
底 部 ： ケ ズ リ → ナ デ

1 / 3 ヘ ラ ナ デ 底 部 ： ケ ズ リ

l / 2 ケ ズ リ ？

完 ケ ズ リ → ナ デ ？

1 / 4 赤彩 底 部 ： ケ ズ リ

1 I 3 ハ ケ→ ナ デ ？

？ 

完 ケ ズ リ → ナ デ

1 / 8 ハ ケ → ナ デ

完 ナ デ

I / 4 ナ デ

1 / 8 ミ ガキ 赤彩

完 ハ ケ→ ナ デ

I / 6 廉状文→ 波状文

2 / 3 ？ 底 部 ： ヘ ラ ミ ガキ

1 / 8 ヨ コ ナ デ

完 ハ ケ→ ミ ガキ （軽） ？ 簾状文 2
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内 面 備 考

ナ デ 磨粍激 し い

ハ ケ→ ナ デ

赤彩 剥 落激 し い

ナ デ

？ 磨 耗著 し い

ナ デ

？ 磨 耗著 し い

？ 磨耗著 し い

ナ デ

ハ ケ→ ナ デ 口縁部は 惰円形 を 呈
す る

ハ ケ→ ナ デ

ハ ケ→ ナ デ 剥落激 し い

ナ デ

ハ ケ→ ナ デ

ケ ズ リ → ナ デ

ケ ズ リ → ナ デ

ナ デ

ナ デ

強 い ナ デ

ナ デ 磨 耗著 し い

ハ ケ→ ナ デ
彩
も し く は ミ ガ

キ （軽） → 赤

赤彩

ナ デ ？ 赤彩

ナ デ

ハ ケ→ ミ ガキ 赤 彩

ハ ケ → ナ デ

ナ デ 磨 耗著 し い

ハ ケ→ ナ デ

ョ コ ナ デ

口 縁
彩

： ミ ガ キ
デ
ほ軽）

赤 胴 ： ナ



301 -328 10号住

図 番 号 器 種 型式
法 駄 cm

遺存度 外 面 内 面 備 考口 径 底 径 器 高

301 壺 12 8 1 / 8 ナ デ 簾状文→波状文 ハ ケ → ミ ガ キ （軽）

302 壺 1 0 . 5  1 / 3 ？ 廉状文 口縁 ： ナ デ 胴 ： ハ ケ 甕 ？ 磨耗著 し い

303 壺 I / 8 ？ 簾状文 ハ ケ→ ナ デ ？ 磨耗著 し い

304 壺 7 . 0  I / 3 ? ハ ケ → ナ デ

305 空- 1 0 . 9  I / 4 ハ ケ→ ミ ガキ ？ ？ 

306 壺 1 0 . 7  I / 4 
ハ ケ → ナ デ ハ ケ底部 ： ケ ズ リ → ナ デ

307 壺 9 . 3  I / 2 ハ ケ → ナ デ ハ ケ→ ナ デ

308 甕 Bd 1 7  . 0  1 / 8 ハ ケ → ナ デ ハ ケ → ナ デ

309 甕 Be 1 1 8 . 0  I / 8 ハ ケ → 強 い ヨ コ ナ デ 強 い ヨ コ ナ デ

310 甕 10 . 9  1 I 8 ヨ コ ナ デ 滴状文 ヨ コ ナ デ

31 1 甕 9 . 9  I I 8 ヨ コ ナ デ 廉状文 ョ コ ナ デ

312  甕 1 1 . 8 1 I B ョ コ ナ デ 簾状文 ヨ コ ナ デ

313 甕 Bd 1 7  .2 1 / 4 ハ ケ→ ヨ コ ナ デ 簾状文 ヨ コ ナ デ

314 甕 Be , 1 6 . 8  1 / 6 ョ コ ナ デ 消状文 ョ コ ナ デ

315 甕 Dd 1 1 . 7 I / 4 篤状文→ 波状文 口 縁 ： 強 い ヨ コ ナ デ
胴 ： ハ ケ → ナ デ

316 甕 22 . 4  I / 4 口唇 ： ヘ ラ 刻 み 簾状文 ハ ケ → ナ デ ？

317 甑 4 . 0  2 / 3 ケ ズ リ 底面 ： ケ ズ リ ナ デ

318 台甕 完 ハ ケ→ ナ デ ナ デ

319 高坪 C 8 . 5  I / 6 ミ ガキ 赤彩 ハ ケ→ ミ ガキ 赤彩

320 高坪 C 8 . 2  1 / 6 ミ ガキ 赤彩 ミ ガキ 赤彩

321 高坪 A 20 . 0  1 / 8 ミ ガキ ？ 赤彩 ハ ケ → ミ ガキ （軽） 赤彩

322 高坪 B 18 .7  1 / 6 ? ミ ガキ （軽） 赤彩

323 高坪 B 1 8 . 4  1 / 8 ? ミ ガキ （軽） 赤彩

324 台鉢 ？ 3 I 4 ミ ガキ （軽） 赤彩 ハ ケ → ナ デ

325 高坪 完 ミ ガキ （軽） 赤彩 赤彩 脚 ： ナ デ

326 鉢 8 . 3  I / 3 ミ ガキ 軽） 赤彩 ナ デ

327 鉢 7 . 2  1 I 3 ミ ガキ 赤彩 赤彩

328 鉢 6 . 6  2 / 3 ? 赤彩
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( 2 ) 土製品

ミ ニ チ ュ ア土器（図52- 1 -11) 

いずれも破片であり、 完形となるものはない。

壺 (1 ) 外 面 · 口縁部内面に赤色塗彩、 頸部に箆描横線文を 有 する。 内外面にハ ケ メを 残す。

甕 (2 - 4 ) 頸部に櫛描簾状文 • 波状文を 施し、 内面はヘラ磨き調整され赤色塗彩したものの

認め られる。 台付となる可能性も考えられる。

底部 (8 · 9 ) 粗雑な調整により手捏ね に近い。 甕あるいは壺底部と思われるが判 別 し難い。

脚台 (5 - 7 ) 台付甕の脚台と思われる。 5 は内外面ともにヘラ削り調整 されるが、 6 · 7 は

手捏ね に近い粗雑な成形である。

鉢 (10) 内面はヘラ磨きと赤色塗彩が施される。 底部はや や 丸みを帯びる。

甑 (11) 底部に 1 孔を 有 し、 鉢形を呈すると思われる。 外面はヘラ削りにより調整される。

形態的には、 一般的な土器とほ ぼ同様の規格に甚づくが、 ％～ ％の大きさに製作されている。

成形は、 手捏ね に近い粗雑なものも存在するが、 輪積みあるいは巻き上げにより、 調整もハ ケメ・

ヘラ削り ・ ヘラ磨きなど、 一般的土器製作技法から遊離するものではない。 施文意識も、 壺 •甕

におけ る頸部文様帯としての箆描文 ・ 櫛描文は一般的な土器に準ずる。 こ れらの こ とから、 こ こ

に ミ ニ チ ュ ア土器として抽 出した小形土器は、 原型を比較的忠実に模す こ とを基本として製作さ

れている点が理解される。 (1 - 5 · 9 - l l - 3 号住、 6 - 2 号住、 7 - 4 号住、 8 -10号住）

土製勾玉（図52-12 · 13) 

外面を軽くヘラ磨きし焼成したもので、 12は赤色塗彩されている。 12は 3号住、 13は検 出面よ

り出土した。

土製円 板（図52-14-34)

土器破片を直径 5 - 2 cmの円板に再加工したものである。 成形方法は、土器破片の周縁部を 粗

く打ち欠いた後、 すり磨いて円形に近づけ ている。 ただ し、 すり磨きは粗雑であり、 ほ とんど打

ち欠いた面を そのままに残す例が多い。 また赤色 塗 彩 破 片 (18 · 22 · 23 · 32-34)、 文様を 有する

破片(25 · 31)を 利用している例もあるが、 無 文 の破 片 との比率 から考えて、 意 識的 にそれらを

選択した意固は認め られない。 (14 · 21-23- 2 号住、 15-20 · 25-34- 3 号住、 24-10号住）

弥生時代土製品の類例は、 県内では岡 谷 市 「橋原遺跡」 （岡谷市教委1981)において報告されて

いる。 こ れら土製品の用途については、 祭祀的性格を 有 する遺物と考えて大過無いものと思われ

るが、 その性格の位置付けには更に検討を 加える必要があろ う。 本遺跡に おいて、 特定の住居址

(3 号住） より集中して検 出された状況は、 注意されるべき点である。 （青木）
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図52 土製品実測図 ( 1 : 2 )  
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( 3 ) 石 器

打製石斧 （ 図53- 1 )

頁岩製で全長8. 2cmの小形 品 で あ る 。 検出面 よ り 出 土 し た も の で あ り 、 弥 生 時 代 の 所 産 に よ る

も の か は確定 で き な い 。 重鼠61 . 3 9 。

敲石 （ 図53- 2 )

硬 質 の砂岩製で、 扁平 な 楕円礫の 一端 の み に 潰 れ 痕 及 び剥離痕 が存 在 す る 。 そ れ 以外の 面 に は

使用の痕跡は認め ら れ な い 。 重量160 . 5 g 。

磨製石鏃 （ 図53- 3 - 6 )  

頁岩製で、 無茎凹基、 3 の み身 に 1 孔 を 有 す る 。 3 は ％ を 、 5 は 先 端 部 を 欠損 し て い る 。 い ず

れ も 両 面 を 全面 に わ た り す り 磨 い て 製作 し て い る 。 4 · 6 は 製 作途 上 で放棄 さ れ た 状態 と 理解 さ

れ 、 穿孔前 の 未 成品 と し て 把握 し て お き た い 。 重量 4 -3 . 9  g 、 6 -1 . 1 g 。

剥 片 （ 図53- 7 - 9 )  

やや横長 の剥片 で あ り 、 石 材 は 頁 岩 で あ る 。 8 に は 周縁 部 を 折 り と っ た よ う な 痕跡 が認め ら れ

る 。 い ずれ も 磨製石鏃製作 に 際 し て 、 素材 と し て 剥離 さ れ た も の と 考 え ら れ る 。 重量 7 -9 . 3 g 、

8 -7 . 1  g 、 9 -8 . 1 g 。 こ の 他、 い く つ か の 不 定 形 な 剥 片 が 3 · 4 号住 よ り 出 土 し て い る 。

石核 （ 図54- 1 · 2 )

拳 大 の 頁 岩 円礫 に 、 不 定 方 向 の 打撃 に よ る 剥離 を 繰 り 返 し て お り 、 磨 製 石 鏃 の 素材 と な る 剥 片

を剥取 る 石核 と し て 把握 し た 。 打面 は 一方向 に と ど ま ら ず複数存 在 し 、 稜 の 部 分 に 潰 れ痕 を 残 す

も の も 認め ら れ る 。 潰れ痕 は 、 剥離 に 際 し て 、 台 石 に 置 い て 打撃 を 加 え た 痕跡 で あ る 可能性 も 考

え ら れ る 。 重駄 1 -410 g 、 2 -460 g 。

凹 石 （ 図54- 3 - 5 )  

薙石安 山 岩 の や や扁 平 な 円礫の 1 面 に 直径 6 - 7 cmの 円 形 の 凹 み が形 成 さ れ て い る 。 凹 み は 凹

凸 が激 し く 、 敲 打 に よ っ て 徐 々 に 形成 さ れ て い る も の で あ り 、 そ の深 さ は 一 定 し て い な い 。 凹 み

そ の も の が機能 を 有 し て い る と い う よ り 、 使 用 の過程で結果 と し て 残 さ れ た も の と 理解 さ れ る 。

底面 が平坦であ り 、 据 え 置 い て 使 用 し た も の で あ る こ と が推定 さ れ 、 敲 打 を 伴 う 何 ら か の 作 業 に

用 い た 台 石 で あ る 可能性 が高 い 。 重最 3 - l  . 30 kg 、 4 -2 . 86kg 、 5 -2 . 81kg 。

（ な お、 石 器 に つ い て は 長野県埋蔵文化 セ ン タ ー 大竹憲昭氏、 長野市立博物館唐沢 茂 氏 の ご教示 を 項 い

た。 記 し て 感謝申 し 上 げた い 。 ） （ 青木）
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 図53 石 器 ( 1 ) 実測図 ( 2 : 3 )  

（ ） 内 数字 は住居址番号
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図54 石器 ( 2 ) 実測図 ( 1 - 2 - 1 : 2 、 3 - 5 - 1 : 4 )  
（ ） 内数字は1主居址番号
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写 真 図 版



図 版 1 遺 跡の 全景

東側 よ り
( 1 · 2 · 9 号住）



図版 2 1 · 2 号住居址

1 号住

2 号住
（ 南 よ り ）



図 版 3 2 · 3 号住居址

3 号住
（北よ り ）



図 版 4 3 号住居址

炉付近



図 版 5 4 号住居址

南 よ り

炉付近



5 号住
（ 南 よ り ）

6 号住
（ 南 よ り ）

6 号住 ．―
（北よ り ）

図版 6 5 · 6 号住居址



図版 7 7 号住居址

.-,,., 南 よ り

炉



図版 8 8 · 9 · 1 0号住居址



図 版 9 住居址の発掘経過 ( 3 号住）

①輪郭の検出 ④床 面 を 露出 す る

,.,. 
一●·-· 一益

②片面 を 掘 り 下 げ る ⑤柱穴 ・ ヒ゜ ソ ト を 検出 す る

③土層 を 確認 し な がら 全面 を掘 り 下げる ⑥掘 り 上 が り （柱穴位 置 に 整列）



図版1 0 壺形土器
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図 版 1 1 壺形土器
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図 版 1 2 壺形土器
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